The Background for the Popular Subject of \u27Ba jing\u27 「八景」 in song 宋 Period by 内山 精也
一
、
は
じ
め
に
二
、
宋
の
「
瀟
湘
八
景
圖
」
三
、
北
宋
後
期
の
士
大
夫
と
繪
畫
四
、
八
景
圖
と
八
景
詩
五
、
章
組
詩
に
よ
る
名
詠
六
、
宋
代
八
景
現
象
七
、
西
湖
十
景
世
八
景
現
象
の
型
一
、
は
じ
め
に
本
稿
で
い
う
・八
景
現
象
・
と
は
、
あ
る
一
地
域
の
景
地
を
八
カ
乃
至
數
カ
切
り
取
り
、
各
景
	を

と
し
て
字
四
字
に
よ
っ
て
標
題
し
、
詩
歌
や
繪
畫
に
よ
っ
て
體
に
寫
す
る
、
一
の
文

現
象
の
こ
と
を
指
す
。
い
わ
ゆ
る
・八
景
現
象
・
は
、
い
昔
の
史
記
の
中
に
封
印
さ
れ
た
死
せ
る
文
現
象
で
は
な
い
。
香
や
澳
門
の
如
き
、
史
の
淺
い
代
市
に
八
景
が
存
在
す
る
事
實
が
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
よ
う
（
１
）。
ま
た
今
日
、
中
國
各
地
で
、
從
來
か
ら
存
在
し
た
八
景
を
「
古
八
景
」
と
稱
し
、
そ
れ
と
は
別
に
「
新
八
景
」
を
定
す
る
動
き
も
正
に
活
發
に
行
わ
れ
て
い
る
（
２
）。
・
八
景
現
象
・
は
、
今
な
お
生
さ
れ
續
け
る
、
す
ぐ
れ
て
今
日
な
文
現
象
で
あ
る
。
・
八
景
現
象
・
は
、
ひ
と
り
中
國
國
に
お
い
て
の
み
見
ら
れ
る
文
現
象
な
の
で
は
な
い
。
我
が
國
に
お
い
て
も
、
室
町
時
代
以
、
各
地
に
八
景
が
定
さ
れ
た
。
鮮
に
お
い
て
も
高
麗
以
、
同
樣
の
現
象
が
各
地
に
存
在
し
た
、
と
い
う
（
３
）。
い
わ
ゆ
る
・八
景
現
象
・
は
、
廣
く
東
ア
ジ
ア
域
で
め
ら
れ
る
文
現
象
で
も
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
近
世
乃
至
今
日
に
お
け
る
・八
景
現
象
・
を
考
え
て
ゆ
宋
代
八
景
現
象
考
（
山
）
83
宋
代
八
景
現
象
考

山

也
く
際
、
最
も
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
件
は
、
こ
の
現
象
が
・
游
・
と
い
う
文

營
爲
と
深
く
關
わ
り
合
っ
て
い
る
、
と
い
う
事
實
で
あ
ろ
う
。
江
時
代
後
期
（
一
九
世
紀

）
の
實
例
を
	げ
る
。
時
は
文
、
文
政
、
天
保
の
頃
、

巧
な
寫
實

色
版
畫
世
繪
が
大
量
に
制
作
さ
れ
、
江
の
巷
に
流
布
し
て
い
た
。
そ
の
代
表
作
家
、
葛
北
齋
（
一
七
六
○
～
一
八
四
九
）
や
歌
川
廣
重
（
一
七
九
七
～
一
八
五
八
）
は
、
日
本
各
地
の
景
地
を
シ
リ
ー
ズ
物
の
世
繪
に
仕
立
て
て
陸
續
と
世
に
問
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が
好
を
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
は
、「
江
八
景
」
（
賀
縣
琵
琶
湖
の
南
）、「
金
澤
八
景
」 （
奈
川
縣
濱
の
南
）
等
の
八
景
圖
も
含
ま
れ
て
い
た
（
圖
參
照
）。
江
時
代
後
期
は
市
民
文
が
開
い
た
時
代
で
あ
る
。
市
民
の
經
濟
條
件
が
向
上
し
、
多
く
の
市
民
が
泊
ま
り
が
け
で
外
地
へ
と

光
行
に
出
か
け
た
。
北
齋
や
廣
重
の
版
畫
は
、
ち
ょ
う
ど
現
代
に
お
け
る
繪
書
の
如
き
役
を
果
た
し
て
い
る
。
當
時
の
・游
客
・
た
ち
は
、
彼
ら
の
八
景
圖
に
觸
れ
て
、
游
へ
の
興
趣
を
掻
き
立
て
ら
れ
、
版
畫
を
ガ
イ
ド
と
し
な
が
ら
、
版
畫
と
同
じ
景
に
向
き
合
い
、
と
實
の
を
來
す
る

を
樂
し
ん
だ
。
北
齋
や
廣
重
の
世
繪
の
如
き
明
確
な
役
回
り
を
演
じ
た
版
畫
な
り
繪
畫
な
り
の
存
在
が
、
中
國
の
八
景
現
象
に
お
い
て
も
 め
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
筆
!に
は
ま
だ
明
確
な
回
答
は
な
い
（
４
）。
し
か
し
、
明
"以
#、
中
國
各
地
に
に
わ
か
に
$生
し
た
世
・
代
八
景
が
、
・游
客
・
を
誘
い
、
・游
客
・
の
足
を
景
點
へ
と
%く
役
を
果
た
し
た
こ
と
は
、
疑
い
よ
う
の
な
い
事
實
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
世
・
代
に
お
け
る
八
景
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
美
し
さ
を
對
外
に
宣
傳
し
、
外
地
の
・游
客
・
を
誘
引
す
る
こ
と
を
そ
も
そ
も
の
目
と
し
て
&定
さ
れ
た
に
相
'な
い
。
こ
の
・
游
・
を
中
心
と
す
る
・八
景
現
象
・
は
、
市
民
階
(の
)熟
と
い
う
世
・
代

*會
條
件
を
背
景
と
し
て
)立
し
て
い
る
。
從
っ
て
、
筆
!が
こ
れ
か
ら
+り
上
げ
よ
う
と
す
る
、
11～
13世
紀
、
宋
代
の
・八
景
現
象
・
に
お
い
て
は
ま
だ
明
確
な
形
で
は
立
ち
現
れ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
世
八
景
現
象
も
、
む
ろ
ん
宋
代
の
八
景
現
象
を
提
と
し
、
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
發
展
し
た
一
變
相
に
他
な
ら
な
い
。
本
稿
で
は
、
15、
16世
紀
以
#、
中
國
を
中
心
と
し
て
廣
く
東
ア
ジ
ア
,域
に
-
.に
/
0し
て
い
っ
た
八
景
現
象
の
直
接
淵
源
で
あ
る
宋
代
の
八
景
現
象
に
焦
點
を
絞
り
、
そ
れ
が
ど
う
い
う
時
代
文
1の
中
で
2み
3と
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
4圍
に
/
0し
て
い
っ
た
か
、
に
つ
い
て
重
點
に
論
5す
る
。
宋
代
の
八
景
現
象
は
、
士
大
夫
階
(を
中
心
と
す
る
い
わ
ば
限
定
な
上
(の
文
現
象
で
あ
り
、
世
・
代
に
お
け
る
が
如
き
市
民
階
(を
も
卷
き
6ん
だ
大
規
7な
現
象
で
は
な
い
が
、
彼
ら
が
定
め
た
文

枠
組
み
は
、
今
日
の
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
84
・
八
景
現
象
・
に
も
な
お
、
固
に
息
づ
い
て
い
る
。
本
稿
は
、
一
千
年
に
垂
ん
と
す
る
こ
の
現
象
の
生
の

に
立
ち
會
い
、
そ
れ
が
獨
り
立
ち
し
て
ゆ
く
ま
で
の
初
期

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
た
る
目
	と
し
、
さ
ら
に
は

世
・

代
へ
と
續
す
る
發
展
形
態
の
兆
候
を
そ
こ
か
ら
探
し
出
し
た
い
と
思
う
。
二
、
宋
の
「
瀟
湘
八
景
圖
」
八
景
現
象
の
淵
源
を
求
め
る
と
、
北
宋
後
期
、
宋
が
い
た
と
い
う
「
瀟
湘
八
景
圖
」
に
ま
で
辿
り
く
。
八
景
現
象
は
、
繪
畫
藝
の
中
か
ら
生
し
た
。
宋
の
畫
は
す
で
に
失
傳
し
、
そ
れ
が
如
何
な
る
繪
畫
で
あ
っ
た
の
か
、
も
は
や
體
	に
知
る
は
な
い
。
し
か
し
、
當
時
の
複
數
の
記
が
、
「
瀟
湘
八
景
圖
」
の
最
初
期
の
作
と
し
て
、
宋
の
名
を

げ
て
い
る
。
そ
の
最
も
早
期
の
も
の
は
、
沈
括
（
一
○
二
九
～
一
○
九
三
）
『
溪
筆
談
』
卷
一
七
の
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
で
あ
ろ
う
。
度
支
員
外
宋
工
畫
、
尤
得
意
有
「
沙
雁
」
「
浦
帆
歸
」「
山
市
嵐
」「
江
天

」「
洞
庭
秋
」「
瀟
湘
夜
雨
」
「
寺
鍾
」「
漁
村
照
」、
謂
之
「
八
景
」。
好
事
多
傳
之
。
（
中
書
局
香
 分
局
本
）
宋
代
八
景
現
象
考
（
!山
）
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歌川（安"）廣重版畫「金澤八景・#$秋」圖（天保七年［1836］%後）
宋
、
字
は
復
古
、
洛
陽
の
人
。
士
に
第
し
、
湖
南
轉
司

官
（
嘉
八
年
）、
宣
撫
司
勾
當
公
事
（
熙
四
年
）、
度
支
	中
（
熙

五
年
）、
知

州
提
永
興
・
秦
鳳
路
交
子
（
熙
七
年
）
等
を
任
し
た
（
５
）。
そ
の
他
の
經
は
未
詳
の
部
分
が
多
い
が
、
兄
の
（
一
○
一
四
～
一
○
八
三
、
字
叔
）、
甥
の
子
（
長
兄
・
の
子
、
字
は

）
と
と
も
に
、
畫
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
兄
弟
そ
ろ
っ
て
、
『
宣
和
畫
譜
』
（
卷
一
二
、「
山
水
三
」）
に

さ
れ
て
い
る
。
五
代
の
筌
（
九
○
三
～
九
六
五
）
や
李
（
九
一
九
～
九
六
七
）
等
の
、
宋
に
先
行
す
る
「
瀟
湘
八
景
圖
」
の
存
在
を
示
唆
す
る
料
が
二
、
三
現
存
す
る
が
、
年
の
先
行
究
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
料
は
そ
れ
ぞ
れ
信
憑
性
に
某
か
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
（
６
）。
ま
た
、
た
と
え
・
李
二
氏
が
確
か
に
「
瀟
湘
八
景
圖
」
を
い
て
い
た
と
し
て
も
、
宋
代
に
お
け
る
「
瀟
湘
八
景
圖
」
の
流
行
は
北
宋
の
末
期
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
從
っ
て
、
現
象
の
い
淵
源
を
・
李
二
氏
に
求
め
る
こ
と
は
或
い
は
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
流
行
の
直
接

機
を
、
一
五
○
年
後
も
遡
っ
て
彼
ら
に
求
め
る
と
い
う
の
は
、
些
か
 得
力
に
乏
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
北
宋
の
!一
五
○
年
"、
と
り
わ
け
後
#の
七
、
八
十
年
の
"に
、
士
大
夫
と
繪
畫
、
特
に
水
$の
山
水
畫
と
の
關
係
性
が
%
&に
接
し
た
と
い
う
顯
な
變
'が
(め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
後
)）。
宋
よ
り
も
世
代
は
や
や
下
に
な
る
が
、
北
宋
末
期
の
詩
*・
+洪
（
一
○
七
一
～
一
一
二
八
／
「
惠
洪
」
と
も
書
く
。
ま
た
、
,洪
と
も
覺
範
と
も
い
う
）
が
下
記
の
如
き
詩
題
を
も
つ
「
瀟
湘
八
景
詩
」
を
詠
じ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
宋
代
八
景
現
象
の
-點
は
、
沈
括
の
記
載
が
示
唆
す
る
.り
、
や
は
り
宋
の
繪
畫
に
あ
る
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
（
７
）。
宋
作
八
境
/妙
、
人
謂
之
無
聲
句
。
演
上
人
戲
余
曰
、
人
能
作
有
聲
畫
乎
。
因
爲
之
各
賦
一
首
。
（
四
部
叢
刊
本
『
石
門
文
字
禪
』
八
、『
0宋
詩
』［
以
下
、『
0』
と
略
稱
］
一
三
三
四
・23・15162）
+洪
は
、
現
存
す
る
「
瀟
湘
八
景
詩
」
の
中
で
最
も
早
期
の
作
1で
あ
る
が
、
彼
も
「
瀟
湘
八
景
圖
」
＝
宋
と
い
う
(識
を
基
盤
と
し
て
詩
を
詠
ん
で
い
る
（
８
）。
宋
が
「
瀟
湘
八
景
圖
」
を
い
た
2體
な
時
期
に
つ
い
て
は
、
現
在
そ
の
手
掛
か
り
は
殆
ど
存
在
し
な
い
が
、
仁
宗
の
嘉
年
"の
末
に
彼
が
湖
南
轉
司
官
と
し
て
瀟
湘
の
地
を
實
際
に
訪
れ
た
と
い
う
經
驗
が
、
一
つ
の
重
3な
機
と
な
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
"
4い
な
い
。
彼
は
洛
陽
出
身
の
北
人
士
大
夫
で
あ
る
。
湖
南
轉
司
官
赴
任
は
、
彼
の
官
5に
お
け
る
最
初
期
に
位
置
す
る
經
で
あ
る
か
ら
、
瀟
湘
＝
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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湖
南
の
風
土
に
觸
れ
た
の
も
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
が
最
初
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
宋
と
ほ
ぼ
同
世
代
の
蘇
軾
（
一
○
三
六
～
一
一
○
一
）
が
、
八
景
圖
で
は
な
い
が
、
彼
の
「
瀟
湘
景
圖
」
に
詩
を
寄
せ
て
い
る
（
「
宋
復
古
畫
瀟
湘
景
圖
三
首
」
）。
代
の
蘇
軾
年
詩
集
び
孔
凡
禮
『
蘇
軾
年
譜
』
（
98・
２
、
中
書
局
）
は
何
れ
も
、
こ
の
題
畫
詩
を
元
豐
元
年
（
一
○
七
八
）
の
作
と
し
て
い
る
。
蘇
軾
の
題
畫
詩
の
容
を
踏
ま
え
れ
ば （９
）、
宋
が
「
瀟
湘
景
圖
」
を
制
作
し
た
の
は
、
お
そ
ら
く
熙
	七
年
（
一
○
七
四
）
六

、
州
（
陝
西
省
彬
縣
）
へ
知
事
と
し
て
赴
任
し
て
以
の
二
、
三
年
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
宋
は
湖
南
轉
司
官
赴
任
の
嘉
末
か
ら
死
去
す
る
ま
で
の

に
、
右
二
種
の
畫
を
含
め
、
お
そ
ら
く
數
種
の
瀟
湘
も
し
く
は
八
景
關
の
畫
を
制
作
し
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
『
宣
和
畫
譜
』
に
列
さ
れ
た
彼
の
畫
題
に
よ
っ
て
も
十
分
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
宣
和
畫
譜
』
に

さ
れ
た
彼
の
繪
畫
31種
の
中
、「
瀟
湘
秋
圖
」
「
江
山

圖
」
「
浦
征
帆
圖
」
「
八
景
圖
」
等
は
、
そ
れ
を
彷
彿
と
さ
せ
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
餘
り
意
さ
れ
て
來
な
か
っ
た
料
に
、
蘇
軾
詩
の
、
以
下
の
如
き
宋
人
が
あ
る
。
蘇
軾
「
呂
昌
知
嘉
州
」
詩
に
對
す
る
、
趙
公
（
北
宋
末
～
南
宋
初
の
人
）
に
、
昌
得
宋
復
古
畫
「
八
景
圖
」、
來
嘉
州
。
其
目
曰
、「
洞
庭

靄
」
「
廬
阜
秋
雲
」
「
田
雁
」
「
闊
浦
帆
歸
」
「
雨
暗
江
村
」
「
藏
山
麓
」「
泉
古
柏
」「
石
岸
孤
松
」。
（
四
部
叢
刊
本
『
王
 元
集
分
東
坡
先
生
詩
』
二
一
、「
別
下
」）
と
い
う
記
!が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宋
は
「
瀟
湘
八
景
圖
」
と
"く
#な
る
別
の
「
八
景
圖
」
も
$い
て
い
た
。
沈
括
が
指
摘
し
た
%
り
、
「
瀟
湘
八
景
圖
」
を
始
め
と
し
て
、
山
水
畫
の
組
作
は
、
宋
の
最
も
得
意
と
す
る
畫
題
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
生
卒
年
を
含
め
宋
の
經
に
不
明
の
部
分
が
多
い
の
で
、
肝
腎
の
「
瀟
湘
八
景
圖
」
の
制
作
時
期
は
特
定
し
&い
が
、
上
限
は
'
!の
%
り
嘉
の
末
年
（
一
○
六
三
）、
下
限
は
元
年
の
後
(を
下
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
根
據
は
、
宋
「
瀟
湘
八
景
圖
」
の
こ
と
を
最
初
に
記
す
る
沈
括
『
)溪
筆
談
』
が
、
元
三
年
（
一
○
八
八
）
の
後
數
年
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
如
く
、
「
瀟
湘
八
景
圖
」
の
制
作
時
期
に
つ
い
て
、
現
在
確
實
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
北
宋
後
期
、
*宗
の
時
代
（
熙
	、
元
豐
）
を
中
心
と
す
る
四
(世
紀
の
、
と
い
う
こ
と
の
み
で
あ
る
。
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三
、
北
宋
後
期
の
士
大
夫
と
繪
畫
北
宋
の
後
期
、
宗
の
時
代
は
、
士
大
夫
が
繪
畫
を
確
實
に
自
己
表
現
の
手
段
と
し
て
活
用
し
始
め
た
時
代
で
あ
る
。
む
ろ
ん
代
に
あ
っ
て
も
、
繪
畫
は
士
大
夫
と
關
係
性
の
深
い
藝
領
域
で
あ
っ
た
。
但
し
、
王
維
等
の
僅
か
な
例
外
を
除
け
ば
、
代
の
代 、
表 、

、
士
大
夫
自
ら
が
恆 、
常 、

、
に
繪
畫
制
作
に
手
し
た
と
い
う
記
は
殆
ど
殘
っ
て
い
な
い
。
彼
ら
に
と
っ
て
の
繪
畫
は
あ
く
ま
で
も
鑑
賞
の
對
象
で
あ
っ
て
、
體
に
自
ら
が
創
作
に
加
わ
る
べ
き
領
域
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
後
、
士
大
夫
と
繪
畫
の
	離
は
時
代
が
下
る
に

れ
て
確
實
に
一
一
狹
ま
っ
た
も
の
の
、
北
宋
中
期
に
至
る
ま
で
、
基
本

況
に
大
き
な
變
は
な
い
。
從
っ
て
、
繪
畫
の
制
作
は
基
本
に
宮
畫
院
を
中
心
と
す
る
職
業
畫
家
た
ち
の
獨
占
領
域
で
あ
っ
た
、
と
い
っ
て
言
で
は
な
い
（
10）。
し
か
し
、
北
宋
も
後
期
に
入
る
と
、
そ
こ
に
確
實
に
顯
な
變
が
生
じ
て
く
る
。
文
同
（
一
○
一
八
～
一
○
七
九
）、
王
（
一
○
三
六
～
一
○
八
九
以
後
）、
蘇
軾
（
一
○
三
六
～
一
一
○
一
）、
晁
補
之
（
一
○
五
三
～
一
一
一
○
）、
そ
し
て
宋
兄
弟
等
、
實
際
に
繪
畫
創
作
に
手
す
る
士
大
夫
が
、
に
わ
か
に
多
數
出
現
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
當
時
の
士
大
夫
と
繪
畫
創
作
の
	離
を
伺
い
知
る
興
味
深
い
史
實
を
一
つ
紹
介
す
る
。
宗
の
熙
七
年
（
一
○
七
四
）
四
。
京
師
開
封
の
外
・
戴
樓
門
の
監
督
官
で
あ
っ
た
驅
け
出
し
の
士
大
夫
、
鄭
（
一
○
四
一
～
一
一
一
九
）
は
新
法
の
停
止
を
訴
え
る
べ
く
、
民
衆
の
慘
を
繪
（
「
流
民
圖
」）
に
い
て
上
し
た
。
そ
の
繪
圖
を
見
る
や
法
黨
の
々
が
幾
度
と
な
く
硬
に
得
し
て
も
く
耳
を
さ
な
か
っ
た

宗
は
、
一
夜
に
し
て
新
法
の
停
止
を
決
意
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
（
11）
こ
の
事
件
の
根
底
に
は
繪
畫
の
存
在
が
あ
る
。
鄭
が
も
し
繪
畫
の
創
作
を
思
い
つ
か
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
事
件
は
立
し
え
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
繪
畫
の
持
つ
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
效
力
を
彼
が
日
常
に
自
覺
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
彼
は
繪
畫
の
制
作
を
ご
く
自
然
に
思
い
つ
き
、
そ
れ
を
實
行
で
き
た
。
そ
し
て
こ
の
行
爲
は
宗
の
心
を
搖
り
動
か
す
と
い
う
、
最
も
理
想
な
效
果
を
か
ち
え
た
の
だ
っ
た
。
筆
 は
こ
の
事
件
の
中
に
、
當
時
の
士
大
夫
に
お
け
る
繪
畫
!識
の
"
#
を
看
て
取
り
た
い
。
で
は
、
北
宋
後
期
の
こ
の
時
期
に
、
何
故
$如
と
し
て
、
士
大
夫
の
繪
畫
創
作
に
對
す
る
意
識
に
顯
な
變
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
變
の
%因
を
、
繪
畫
技
法
、
繪
畫
理
論
、
そ
し
て
士
大
夫
の
生
活
空
&、
の
三
つ
の
側
面
か
ら
、
探
っ
て
み
た
い
。
第
一
に
繪
畫
技
法
に
つ
い
て
い
え
ば
、
水
'畫
法
の
發
(と
普
)が
、
こ
の
變
に
大
き
く
寄
與
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も

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ま
で
、
繪
畫
の
流
を
な
し
て
い
た
の
は
、
色
繪
畫
で
あ
っ
た
（
）12。
色
繪
畫
の
制
作
は
、
當
然
の
こ
と
な
が
ら
、
顏
料
に
關
す
る
樣
々
な
專
門
知
識
や
そ
れ
を
使
い
こ
な
す
高
度
な
技
と
經
驗
を
求
す
る
。
こ
の
點
が
士
大
夫
に
よ
る
繪
畫
創
作
を
阻
む
大
き
な
障
壁
と
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
く
な
い
。
明
の
文
人
た
ち
が
普
	
に
理
想
と

げ
た
・詩
書
畫
三
・
と
い
う
枠
組
み
が
あ
る
。
こ
の
中
、
・
詩
・
は
、
宋
の
士
大
夫
に
と
っ
て
最
も
身
な
自
己
表
現
手
段
で
あ
っ
た
。
と
い
う
よ
り
も
、
科
制
度
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
士
大
夫
と
い
う
地
位
を
得
す
る
た
め
に
必
不
可
缺
な
件
の
一
つ
で
さ
え
あ
っ
た
。
・
書
・
も
、
個
人
な
巧
拙
の
差
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
意
思
傳
や
相
互
交
流
の
た
め
に
缺
か
せ
な
い
手
段
で
あ
る
か
ら
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
や
は
り
極
め
て

し
い
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
二
種
に
つ
い
て
は
、
ど
の
士
大
夫
に
と
っ
て
も
、
實
作
可
能
な
境
が
ご
く
自
然
に
用
意
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
・
畫
・
を
制
作
す
る
境
に
つ
い
て
は
、
宋
士
大
夫
の
誰
に
も
等
し
く
用
意
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
同
じ
く
形

に
屬
す
る
・書
・
と
・畫
・
の
兩
を
比
較
し
て
み
る
。
・
書
・
は
、
言
語
に
よ
る
意
思
傳
と
い
う
實
用
性
か
ら
離
れ
ら
れ
な
い
特
質
を
本
來
に
持
っ
て
い
る
。
・
書
・
は
形

で
は
あ
る
が
、
符
號
と
し
て
の
字
の
形
に
常
に
制
さ
れ
て
お
り
、

る
べ
き
形
が
あ
る
束
の
範
圍
を
超
え
て

さ
れ
る
こ
と
を
む
特
質
を
持
つ
。
一
方
、
・
畫
・
に
そ
の
よ
う
な
形
制
は
な
い
。
森
羅
象

て
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
・
書
・
の
如
き
形
制
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
制
作
と
鑑
賞
の
に
共
の
固
な
 識
基
盤
（
!
）
が
原
則
と
し
て
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
從
っ
て
、
制
作
が
對
象
を
巧
み
に
寫
し
取
ら
な
い
限
り
、
鑑
賞
に
"畫
意
圖
を
理
解
さ
れ
な
い
危
險
性
が
常
に
#た
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
三
$元
の
對
象
を
二
$元
の
空
に
寫
し
取
る
た
め
に
は
、
熟
%し
た
技
が
求
さ
れ
る
が
、
士
大
夫
の
日
常
生
活
に
そ
れ
を
&
'す
る
機
會
は
本
來
に
用
意
さ
れ
て
い
な
い
の
が
普
で
あ
る
。
そ
の
上
、
顏
料
に
關
す
る
(知
識
を
求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
)均
士
大
夫
た
ち
に
と
っ
て
は
、
と
う
て
い
氣
輕
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
領
域
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
水
*繪
畫
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
も
十
分
に
想
像
可
能
な
領
域
で
あ
っ
た
。
使
用
す
べ
き
+
,は
、
彼
ら
が
日
常
に
使
い
慣
れ
て
い
る
毛
筆
と
*と
紙
（
布
）
だ
け
で
あ
る
。
"畫
の
基
本
技
を
-
得
し
さ
え
す
れ
ば
、
理
念
に
ど
の
士
大
夫
に
と
っ
て
も
實
作
可
能
な
宋
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繪
畫
技
法
で
あ
っ
た
、
と
い
え
よ
う
。
水
技
法
の
普
は
、
技


側
面
に
お
い
て
、
士
大
夫
と
繪
畫
制
作
の
離
を
一
氣
に
縮
め
る
役

を
果
た
し
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
第
二
に
、
繪
畫
理
念
に
つ
い
て
い
え
ば
、
北
宋
中
後
期
を
境
と
し
て
士
大
夫
文
の
中
心
に
位
置
す
る
重
	人
物
が
、
繪
畫
そ
の
も
の
の
本
質
に
つ
い
て
、
多
く
を
語
り
始
め
た
と
い
う
現
象
を
指
摘
で
き
る
。
そ
の
最
た
る
典
型
が
蘇
軾
で
あ
る
。
し
か
も
、
彼
が
展
開
し
た
理
論
が
、
繪
畫
の
世
界
に
一
つ
の

く
新
し
い
境
地
を
切
り
開
い
た
。
こ
こ
で
、
彼
の
理
念
が
最
も
凝
縮
し
て
表
現
さ
れ
た
詩
と
文
を
以
下
に
引
用
す
る
。
論
畫
以
形
似
、
見
與
兒
童
鄰
。
賦
詩
必
此
詩
、
定
非
知
詩
人
。
詩
畫
本
一
律
、
天
工
與
新
。
邊
鸞
雀
寫
生
、
趙
昌
傳
。
何
如
此
兩
幅
、
疎
淡
含

。
誰
言
一
點
紅
、
解
寄
無
邊
春
。
（
中
書
局
『
蘇
軾
詩
集
』
二
九
、「
書
陵
王


畫
折
枝
二
首
」
其
一
）
觀
士
人
畫
、
如
天
下
馬
、
取
其
意
氣
到
。
乃
畫
工
、

只
取
鞭
策
皮
毛
槽
櫪
芻
秣
、
無
一
點
俊
發
、
看
數
尺
許
便
卷
。

眞
士
人
畫
也
。
（
中
書
局
『
蘇
軾
文
集
』
七
○
、「
又
跋

畫
山
二
首
」
其
二
）
い
わ
ゆ
る
・寫
意
・
・傳
・
論
の
展
開
で
あ
る
。
職
業
畫
家
に
よ
る
密
な
寫
實
畫
に
對
し
て
、
蘇
軾
は
・士
人
畫
・
と
い
う
枠
組
み
を
明
確
に
打
ち
出
し
、
・形
似
・
よ
り
も
・寫
意
・
・傳
・
を
重
す
る
持
論
を
展
開
し
た
。
こ
こ
に
は
、
畫
工
＝
職
業
畫
家
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
＝
密
な
寫
實
畫
と
、
士
大
夫
＝
業
餘
畫
家
ア
マ
チ
ュ
ア＝
粗
放
な
寫
意
畫
と
い
う
對
立
の
圖
式
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
理
論
自
體
の
繪
畫
史
、
美
學
意
義
に
つ
い
て
の
檢
討
は
、
す
で
に
先
行
究
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
（
13）の
で
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
理
論
が
當
時
の
、
あ
る
い
は
後
世
の
士
大
夫
に
と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
實
際
意
味
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
蘇
軾
の
論
を
、
畫
工
vs士
大
夫
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
再
解
釋
す
る
と
、
畫
工
が
士
大
夫
に
對
し
て
持
っ
て
い
る
技
巧
面
に
お
け
る
對
優
位
性
を
、
こ
の
論
が
無
力
す
る
效
力
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
氣
が
つ
こ
う
。
・
形
似
・
こ
そ
が
最
も
重
	だ
と
い
う
極
め
て
も
っ
と
も
な
繪
畫
理
論
に
立
つ
と
、
士
大
夫
は
繪
畫
創
作
の
領
域
で
は
、
常
に
畫
工
の
後
塵
を
拜
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
に
・寫
意
・
論
と
い
う

く
別
の
價
尺
度
を
持
ち
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
技
巧
に
劣
る
士
大
夫
が
に
わ
か
に
畫
工
と
の
立
場
を
轉
し
て
、
中
心
な
創
作
體
と
な
り
う
る
 境
を
用
意
し
た
の
だ
、
と
解
釋
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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何
れ
に
せ
よ
、
蘇
軾
の
・寫
意
・
論
は
、
結
果
に
士
大
夫
が
繪
畫
制
作
に
向
か
う
際
の
心
理
バ
リ
ア
ー
を
取
り
拂
う
重
な
役
を
果
た
し
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
張
の
お
か
げ
で
、
同
時
代
び
後
世
の
士
大
夫
た
ち
は
、
形
似
の
呪
か
ら
一
定
度
解
放
さ
れ
た
。
極
端
な
も
の
の
言
い
を
す
れ
ば
、
	い
た
繪
畫
が
對
象
に

く
似
て
い
な
く
て
も
、
・
寫
意
・
の
繪
畫
だ
と
嘯
い
て
い
れ
ば
い
い
、
と
い
う
況
が
、
こ
の
時
に
出
來
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
の
生
活
空
に
お
け
る
變
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ
の
點
は
ま
ず
北
宋
中
期
に
開
し
た
士
大
夫
文
と
大
い
に
關
係
が
あ
る
。
北
宋
の
士
大
夫
文
は
、
烈
な
彼
ら
の
體
意
識
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
が
國
家
を
支
え
て
い
る
と
い
う
自
負
を
基
盤
と
し
て
、
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
會
、
文
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
枠
組
み
に
新
し
い
價
値
基
準
を
打
ち
立
て
、
そ
れ
を
先
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
明
確
な
傾
向
が
め
ら
れ
る
（
14）（

の
・
寫
意
・
論
も
、
そ
の
長
線
上
に
あ
る
と
考
え
る
と
極
め
て
理
解
し
や
す
い
）。
そ
し
て
、
こ
の
勢
が
彼
ら
の
私
生
活
空
に
お
い
て
發
揮
さ
れ
な
い
は
ず
は
な
い
。
果
た
し
て
、
彼
ら
は
、
、
硯
、
筆
、
紙
等
の
文
を
始
め
、

、

等
の
度
品
（
供
）
や
奇
石
や
枯
木
等
屋
を
る
裝
品
、
琴
や
骨
董
品
等
々
を
蒐
集
し
、
答
し
あ
い
、
ま
た
相
互
に
品
 し
た
。
こ
れ
ら
の
物
品
を
、
彼
ら
は
自
ら
の
審
美
意
識
に
沿
っ
て
蒐
集
し
、
そ
れ
ら
を
身
邊
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
私
空
を
文
學
!
"生
#の
場
と
し
て
相
應
し
い
空
に
$っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
文
人
趣
味
の
代
名
詞
と
も
い
う
べ
き
・文
%四
寶
・
と
い
う
&念
も
、
北
宋
中
期
以
'、
普
(
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
)す
べ
き
で
あ
る
。
こ
う
い
う
中
で
、
書
や
畫
も
重
な
蒐
集
對
象
と
な
っ
て
い
る
。
兩
日
*有
秋
氣
、
伏
想
)居
佳
+。
蜀
人
蒲
永
昇
臨
孫
知
,
「
水
圖
」、
四
面
頗
雄
爽
。
杜
子
美
-謂
「
白
波
吹
素
壁
」
.。
願
掛
公
齋
中
、
眞
可
以
一
洗
殘
/也
。
0
1、
上
2
3。
（
中
4書
局
『
蘇
軾
文
集
』
五
九
、「
與
鞠
持
正
二
首
」
其
一
）
右
文
は
、
蘇
軾
の
尺
牘
で
あ
る
。
こ
の
尺
牘
か
ら
、
繪
畫
が
彼
ら
の
私
な
日
常
生
活
空
に
あ
っ
て
ど
の
樣
な
役
を
果
た
し
て
い
た
の
か
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
蘇
軾
は
「
水
圖
」
を
壁
に
掛
け
れ
ば
殘
/の
嚴
し
さ
を
5れ
去
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
6い
て
い
る
。
文
中
に
引
用
さ
れ
た
杜
甫
の
詩
句
は
「
奉
觀
嚴
鄭
公
廳
事
岷
山
7江
畫
圖
十
韻
」
（『
杜
詩
詳
8』
一
四
）
中
の
一
句
で
あ
る
が
、
詩
題
に
よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
杜
甫
が
見
た
の
は
上
官
嚴
武
の
「
廳
事
」
に

ら
れ
た
山
水
畫
で
あ
り
、
官
廳
と
い
う
公
空
を
裝
す
る
繪
畫
で
あ
っ
た
。
そ
の
點
、
蘇
軾
の
尺
牘
が
あ
く
ま
で
私
な
生
活
空
に
お
宋
代
八
景
現
象
考
（
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け
る
繪
畫
の
效
用
を
語
る
の
と
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
よ
う
。
こ
の
一
例
の
み
を
根
據
と
し
て
と
北
宋
後
期
の
差
を
云
々
す
る
の
は
些
か
引
な
論
法
で
あ
る
が
、
蘇
軾
の
尺
牘
に
見
ら
れ
る
こ
の
現
象
は
、
少
な
く
と
も
北
宋
中
後
期
以
の
士
大
夫
に
は
普

に
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
・
臥
	・
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
。
居
室
に
山
水
畫
を

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
艱
辛
を
う
に
出
る
こ
と
な
く
寢
轉
が
っ
て
大
自
然
の
景
の
中
に
心
を
	ば
せ
る
と
い
う
發
想
で
あ
る
。
こ
の
發
想
自
體
は
、
山
水
畫
の
發
生
と
密
接
な
關
が
あ
り
、
つ
と
に
六
の
頃
か
ら
す
で
に
存
在
し
て
い
る
（
15）。
し
か
し
、
こ
の
發
想
が
廣
く
士
大
夫
會
體
に

し
、
そ
れ
が
私
生
活
空
で
普

に
實
踐
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
や
は
り
北
宋
の
中
期
以
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
發
想
は
烈
な
文


體
意
識
に
支
え
ら
れ
た
彼
ら
士
大
夫
た
ち
に
と
っ
て
も
、
に
理
に
か
な
っ
た
ス
タ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
大
景
の
中
に
己
が
出
か
け
て
い
っ
て
客
	す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
が
人
と
し
て
居
す
る
私
生
活
空
に
大
自
然
の
方
を
移
動
さ
せ
る
と
い
う
大
膽
な
發
想
は
、
北
宋
士
大
夫
の
烈
な
自
我
意
識
を
端
に
表
現
し
て
い
る
と
い
え
な
い
で
も
な
い
。
改
め
て
整
理
し
直
す
と
、
本
稿
で
指
摘
し
た
三
つ
の
點
は
、
以
下
の
如
き
意
味
を
持
つ
。
第
一
點
は
、
繪
畫
技
巧
に
お
け
る
新
技
の
普
が
、
業
餘
畫
家
と
も
い
う
べ
き
士
大
夫
の
繪
畫
創
作
を
容
易
に
し
、
そ
れ
を
技
面
で
保
障
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
點
は
、
「
形
似
」
の
呪
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
士
大
夫
の
繪
畫
創
作
に
對
す
る
心
理
バ
リ
ア
ー
が
取
り
拂
わ
れ
、
か
つ
ま
た
文




と
し
て
の
士
大
夫
の
自
 心
を
滿
足
さ
せ
る
新
し
い
!價
"境
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
第
三
點
は
、
士
大
夫
の
私
日
常
空
に
ま
で
繪
畫
が

し
、
繪
畫
の
效
用
を
日
常
に
體
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
が
創
作
へ
の
意
欲
を
も
高
め
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
三
點
の
中
、
第
一
と
第
三
の
二
點
は
、
條
件
に
は
代
に
お
い
て
す
で
に
一
定
#度
實
現
し
て
い
た
。
中
か
ら
北
宋
後
期
に
至
る
に
、
そ
れ
が
い
よ
い
よ

し
普

し
た
と
い
う
、
あ
く
ま
で
#
度
差
の
問
題
で
あ
る
。
從
っ
て
、
北
宋
後
期
に
お
け
る
變
の
$因
を
、
三
の
中
で
あ
え
て
一
つ
%ぶ
と
す
れ
ば
、
第
二
の
、
蘇
軾
に
よ
る
新
理
論
の
持
つ
意
味
が
と
り
わ
け
大
き
い
と
&斷
さ
れ
よ
う
。
四
、
八
景
圖
と
八
景
詩
「
瀟
湘
八
景
圖
」
は
、
宋
'の
後
、
畫
題
と
し
て
に
わ
か
に
普
し
、
多
く
の
畫
家
が
實
作
し
た
。
作
の
組
畫
と
し
て
現
存
す
る
も
の
は
、
南
宋
初
期
の
畫
院
畫
家
と
い
わ
れ
る
王
洪
（
ア
メ
リ
カ
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
92
大
學

）
や
宋
末
元
初
の
畫
牧
谿
（
日
本
文
廳
、
根
津
美

、
出
光
美

等

）
び
玉
澗
（
正
木
美


）
等
の
僅
か
な
作
例
だ
け
だ
が
、
同
じ
テ
ー
マ
の
作
例
と
し
て
、
南
宋
初
期
の
米
友
仁
「
瀟
湘
奇
	圖
」
（
北
京
故
宮

物
院
）
び
南
宋
中
期
の
李
氏
「
瀟
湘
臥

圖
」
（
東
京
國
立

物

）
等
を
も
加
え
れ
ば
、
同
題
の
宋
代
繪
畫
と
し
て
は
、
殘
存
數
は
多
い
部
に
屬
す
る
。
『
宋
詩
』
七
二
冊
三
七
八
五
卷
を
す
る
と
、
北
宋
末
期
か
ら
南
宋
末
期
の
に
「
瀟
湘
八
景
詩
」
が
少
な
か
ら
ず
見
出
せ
る
。

の
①
釋
洪
（
一
○
七
一
～
一
一
二
八
）
の
二
篇
の
他
、
②
王
之
（
一
○
九
三
～
一
一
六
九
）
…
…
「
江
天

」
「
瀟
湘
夜
雨
」
「
洞
庭
秋
」
「
漁
村
照
」
「
沙
雁
」
（
『
』
一
八
一
二
・32・20179／
七
言
律
詩
）。
③
喩
良
能
（
？
～
？
孝
宗
の
人
）「
韻
陳
侍
李
察
院
瀟
湘
八
景
圖
」
（
『
』
二
三
五
六
・
4
3
・
27052
／
七
言
句
）
…
…
八
景
の
中
、
「
瀟
湘
夜
雨
」
「
洞
庭
秋
」
「
沙
雁
」
「
漁
村
照
」
「
江
天

」
の
五
景
の
み
。
④
趙
汝
（
一
一
七
二
～
一
二
四
六
）
「
八
景
歌
」
（
『
』
二
八
六
五
・
5
5
・
34210
／
七
言
古
詩
十
句
）
…
…
第
九
句
に
、
「
嗟
此
何
景
兮
○
○
○
○
」
の
九
言
定
型
句
が
入
る
。
○
○
○
○
に
は
八
景
の
一
が
入
る
。
序
云
：
『
長
沙
志
』
載
、
度
支
宋
工
畫
、
尤
善
爲

 山
水
、
其
得
意
!有
「
沙
鴈
」
「
 浦
帆
歸
」
「
山
市
"嵐
」
「
江
天

」
「
洞
庭
秋
」
「
瀟
湘
夜
雨
」「
#寺
$鐘
」「
漁
村
$鐘
」、
謂
之
八
景
。
余
昔
嘗
見
圖
本
。
來
湖
湘
、
目
騁
懷
、
盡
得
眞
趣
、
%作
「
八
景
歌
」。
⑤
劉
克
莊
（
一
一
八
七
～
一
二
六
九
）「
詠
瀟
湘
八
景
各
一
首
」
（
『
』
三
○
五
二
・
5
8
・
36400
／
七
言
句
）
…
…
「
 浦
歸
帆
」
「
沙
鴈
」
「
山
市
"嵐
」
「
漁
村
夕
照
」
「
洞
庭
秋
」
「
瀟
湘
夜
雨
」
「
#寺
$鐘
」
「
江
天

」
⑥
&茵
（
一
一
九
九
？
～
？
）「
瀟
湘
八
景
圖
」
（
『
』
三
一
八
五
・
6
1
・
38208
／
七
言
律
詩
）
…
…
「
沙
鴈
」
「
 浦
帆
歸
」
「
山
市
"嵐
」
「
江
天

」「
洞
庭
秋
」「
瀟
湘
夜
雨
」「
烟
寺
$鐘
」「
漁
村
夕
照
」。
⑦
楊
公
 （
一
二
二
七
～
？
）
…
…
「
 浦
歸
帆
」
「
烟
寺
$鐘
」
「
沙
'鴈
」
「
江
天
莫
」
「
瀟
湘
夜
雨
」
「
洞
庭
秋
」
「
山
市
"嵐
」「
漁
村
夕
照
」
（『
』
三
五
二
三
・67・42084／
七
言
句
）。
⑧
(密
（
一
二
三
二
～
一
二
九
八
）
「
瀟
湘
八
景
」
（
『
』
三
五
五
九
・
6
7
・
42532
／
七
言
律
詩
）
…
…
「
沙
鴈
」
「
 浦
歸
帆
」
「
山
市
"
嵐
」
「
江
天

」
「
洞
庭
秋
」
「
瀟
湘
夜
雨
」
「
#寺
$鐘
」
「
漁
村
$
照
」。
の
計
八
名
が
「
瀟
湘
八
景
詩
」
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
中
、
①
③
④
⑥
宋
代
八
景
現
象
考
（
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に
繪
畫
と
の
關
性
が
す
で
に
明
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
瀟
湘
八
景
を
め
ぐ
る
詩
と
畫
の
接
・
融
合
は
、
詩
歌
の
方
か
ら
繪
畫
に
み
寄
る
と
い
う
形
で
行
し
て
い
る
。
兩
の
時

先
後
關
係
は
、
ま
ず
繪
畫
領
域
に
お
い
て
八
景
現
象
が
	生
し
、
續
い
て
詩
歌
が
參
入
す
る
と
い
う
順
序
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
繪
畫
が
初
期
の
八
景
現
象
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
。
で
は
、
「
瀟
湘
八
景
」
と
い
う
枠
組
は
、
純
粹
に
繪
畫
の
範
疇

で
ゼ
ロ
か
ら
發
想
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し

の
よ
う
に
「
瀟
湘
八
景
圖
」
が
宋
の
創
始
に
な
る
も
の
だ
と
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ふ
つ
う
あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
は
畫
家
で
あ
る
以
に
士
大
夫
中
國
傳
統
文
總
體
の
最
も
中
心
な
繼
承
も
し
く
は
體
現
た
る
べ
き
階
の
員
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
文
藝
の
領
域
に
あ
っ
て
、
彼
ら
士
大
夫
が
最
も
重
し
た
の
は
詩
文
で
あ
り
、
彼
ら
の
優
先
順
位
で
は
、
繪
畫
は
詩
文
の
ず
っ
と
下
に
置
か
れ
た
の
が
一
般
で
あ
る
。
從
っ
て
、
宋
が
よ
り
優
先
順
位
の
高
い
詩
文
に
お
け
る
傳
統
か
ら
く
切
り
離
さ
れ
て
「
瀟
湘
八
景
圖
」
を
想
す
る
こ
と
は
原
則
に
想
定
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
詩
文
に
お
け
る
傳
統
を
基
盤
と
し
て
「
瀟
湘
八
景
圖
」
を
發
想
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
點
に
立
っ
て
再
び
「
瀟
湘
八
景
」
と
い
う
枠
組
を
考
え
る
と
、

の
二
文
字
と
後
の
二
文
字
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
わ
か
に
あ
る
確
か
な
文
學
傳
統
が
想
さ
れ
よ
う
。
つ
ま
り
、
「
瀟
湘
」
か
ら
は
、
『
楚
辭
』
以
來
こ
の
土
地
が
育
ん
で
き
た
獨
特
の
文
學
風
土
が
、
「
八
景
」
か
ら
は
、
一
つ
の
土
地
を
章
組
詩
形
式
に
よ
っ
て
詠
じ
る
詩
歌
の
傳
統
が
、
容
易
に
想
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
「
瀟
湘
」
の
文
學
風
土
に
つ
い
て
は
、
先
行
論
文
が
存
在
す
る
（
17）の
で
、
こ
こ
で
は
ご
く
ご
く
略
に
一
二
の
點
を
指
摘
す
る
に
止
め
た
い
。
「
瀟
湘
」
の
地
は
、
ま
ず
『
楚
辭
』
び
楚
辭
系
文
學
に
よ
っ
て
、

と
し
て
二
つ
の
濃
厚
な
性
格
を
帶
び
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
つ
は
、
湘
妃
傳
に
よ
っ
て
ら
れ
る
祕
空
、
も
し
く
は
巫
の
活
す
る
幻
想
空
と
し
て
の
性
格
。
他
の
一
つ
は
屈
原
を
モ
デ
ル
と
す
る
懷
才
不
の
士
が
悲
の
中
に
漂
泊
す
る
空
と
し
て
の
性
格
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
性
格
は
後
世
に
至
る
ま
で
ず
っ
と
繼
承
さ
れ
て
い
る
が
、
 以
!、
新
た
な
展
開
が
生
ま
れ
た
。
『
楚
辭
』
の
影
を
引
き
ず
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
は
別
に
「
瀟
湘
」
の
風
光
明
媚
な
景
を
歌
い
上
げ
る
詩
歌
が
多
數
作
ら
れ
始
め
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
に
よ
っ
て
、
「
瀟
湘
」＝
景
"地
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
、
 以
!、
と
り
わ
け
中
 以
!、
詩
人
た
ち
の
共

#識
の
中
に
新
た
に
加
え
ら
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
「
瀟
湘
」
の
文
學
風
土
は
と
し
て
楚
辭
と
 詩
に
よ
っ
て
形
さ
れ
、
そ
れ
が
渾
然
一
體
と
な
っ
て
濃
厚
な
イ
メ
ー
ジ
を
釀
し
出
し
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
94
て
い
る
。
も
う
一
つ
の
樣
式
傳
統
に
つ
い
て
は
、

に
お
い
て
り
上
げ
る
。
五
、
章
組
詩
に
よ
る
名
詠
「
八
景
」
の
二
文
字
が
示
唆
す
る
詩
歌
の
傳
統
に
つ
い
て
、

に
引
き
續
き
、
本
で
考
え
て
み
た
い
。
一
つ
の
土
地
を
章
組
詩
の
形
式
で
詠
じ
る
詩
歌
の
系
譜
は
、
二
つ
の
型
に
大
別
で
き
る
。
一
つ
は
王
維
の
「
	川
集
」
型
、
他
の
一
つ
は
李
白
の
「
姑
熟
十
詠
」
型
で
あ
る
。


は
、
個
人
の
別
墅
や
官
舍
の
園
亭
、
寺
院
等
を
對
象
と
す
る
も
の
で
、
王
維
の
「
	川
集
」
（
五
言
句
二
○
首
）
を
嚆
矢
と
す
る
。

代
の
代
表
作
例
と
し
て
は
、
韓
愈
「
奉
和
州
劉
給
事
使
君
三
堂
新
題
二
十
一
詠
并
序
」
（
上
古
出
版
『
韓
昌
黎
詩
年
集
釋
』
八
、
元
和
七
年
、
五
言
句
）
や
韋
處
厚
「
山
十
二
詩
」
（
『

詩
』
四
七
九
、
五
言
句
）、
劉
禹
錫
「
陽
十
詠
」
（
上
古
出
版
『
劉
禹
錫
集
箋
證
』
外
集
八
、
五
言
律
詩
）
等
が
あ
る
。
宋
代
に
入
っ
て
も
ん
に
制
作
さ
れ
、
作
例
數
は
確
實
に
倍
し
て
い
る
。
こ
の
型
は
、「
瀟
湘
八
景
」
と
い
う
枠
組
と
直
接
關
が
深
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
濫
觴
と
し
て
の
「
	川
集
」
が
「
	川
圖
」
と
と
も
に
流
傳
し
た
と
い
う
こ
と
を
想

す
る
と
、
土
地
歌
と
い
う
題
材
を
背
に
詩
と
畫
が
結
合
し
た
先
例
と
し
て
、
一
定
の
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
下
に
げ
る
蘇
轍
の
文
（
「
題
李
公
山
莊
圖
并
敍
」
）
か
ら
は
、
「
瀟
湘
八
景
圖
」
生
後
の
北
宋
後
期
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
系
譜
の
詩
歌
が
王
維
の
先
例
を
く
意
識
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
事
實
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
伯
時
作
龍
眠
山
莊
圖
、
由
建

至
垂
雲
、



十
六
處
、
自
西
而
東
凡
數
里
、
岩
隱
見
、
泉
源
相
屬
、
山
行

路
窮
於
此
。
 南
溪
山
、
!深
秀
峙
、
可
游

有
四
、
曰
"金
岩
、
寶
#岩
、
陳
彭
$、
鵲
源
。
以
其
不
可
%見
也
、
故
特
於
後
。
子
瞻
&爲
之
記
、
又
屬
轍
賦
小
詩
、
凡
二
十
章
、
以 、
繼 、
'
、
詰 、
	
、
川 、
之 、
作 、
云 、
。
（『
』
八
九
四
・15・10044）
後

は
、
別
墅
や
官
舍
等
の
閉
ざ
さ
れ
た
空
(で
は
な
く
、
廣
く
一
地
域
、
一
)市
の
景
"點
や
*跡
を
詠
じ
る
も
の
で
、
「
八
景
」
の
發
想
に
よ
り
+い
。
代
に
お
け
る
代
表
例
と
し
て
は
、
李
白
「
姑
熟
十
詠
」
（
五
言
律
詩
）
の
他
、
劉
長
卿
の
「
龍
門
八
詠
」
（
中
#書
局
『
劉
長
卿
詩
年
箋
,』
上
冊
五
四
頁
、
五
言
六
句
）
-び
「
湘
中
紀
行
十
首
」
（
同
下
冊
三
六
一
頁
、
五
言
律
詩
）、
劉
禹
錫
「
金
陵
五
題
」
（
『
劉
禹
錫
集
箋
宋
代
八
景
現
象
考
（
.山
）
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證
』
二
四
、
七
言
句
）
等
が
あ
る
。
こ
の
系
譜
の
作
例
も
、
宋
代
に
大
量
に
制
作
さ
れ
た
。
特
に
北
宋
後
期
以
に
は
、「
百
題
」「
百
詠
」
等
の
作
例
も
出
現
し
て
い
る
。
後
の
系
譜
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
發
想
は
、
あ
る
土
地
の
魅
力
を
詩
歌
の
力
で
引
き
出
し
て
對
外
に
そ
れ
を
宣
傳
す
る
、
と
い
う
點
に
あ
る
。

の
「
川
集
」
型
が
お
そ
ら
く
、
ご
く
一
部
の
讀
を
想
定
し
て
制
作
さ
れ
た
の
と
、
こ
の
點
が
大
き
く
な
る
。
個
人
の
別
墅
に
せ
よ
、
官
舍
の
園
亭
に
せ
よ
、
そ
こ
を
實
際
に
訪
ね
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
人
は
、
極
め
て
限
ら
れ
た
	の
人
た
ち
で
あ
る
。
從
っ
て
、
「

川
集
」
型
の
詩
は
、
少
な
く
と
も
制
作
時
點
に
お
い
て
は
、
讀
と
し
て
當
事
の
交
友
範
圍

に
お
け
る
限
定
な
サ
ー
ク
ル
を
想
定
し
て
詠
じ
ら
れ
た
は
ず
で
、

向
閉

な
性
格
を


し
て
い
る
。
一
方
、
後
の
「
姑
熟
十
詠
」
型
は
、
外
向
開
放
で
あ
る
こ
と
を
特
と
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
理
念
に
は
お
そ
ら
く
、
六
・
沈
の
故
事
を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
立
し
て
い
る
。
沈
は
、
齊
の
昌
元
年
（
四
九
四
）、
太
守
と
し
て
東
陽
郡
（
浙
江
金
）
に
赴
任
し
、
玄
暢
樓
に
登
り
、
「
八
詠
詩
」
（
中
書
局
『
先
秦

魏
晉
南
北
詩
』
梁
詩
七
・
中
・
1663
）
を
詠
じ
た
。
「
竟
陵
八
友
」
の
一
人
と
し
て
、
宮
詩
壇
で
名
を
恣
に
し
て
い
た
名
詩
人
が
、
太
守
と
し
て
來
訪
し
詩
を
詠
じ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
玄
暢
樓
を
始
め
、
東
陽
の
風
光
美
は
國
に
知
れ
渡
る
こ
と
と
な
っ
た
。
後
世
、
玄
暢
樓
は
「
八
詠
詩
」
を
生
ん
だ
場
と
し
て
記
憶
さ
れ
、
や
が
て
「
八
詠
樓
」
と
改
名
さ
れ
る
に
至
る
。
沈
の
「
八
詠
詩
」
自
體
に
は
、
名
詠
の
素
は
乏
し
く
、
東
陽
の
山
水
を
寫
す
る
の
は
體
の
ご
く
僅
か
の
部
分
に
す
ぎ
な
い
が
（
18）、
こ
の
詩
に
よ
っ
て
、
東
陽
＝
八
詠
樓
と
い
う
識
が
確
立
さ
れ
、
人
々
の
記
憶
の
中
に
東
陽
と
い
う
地
名
が
確
か
に
刻
み

ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
宋
の
、
と
り
わ
け
て
北
宋
の
詩
人
た
ち
は
、
こ
の
故
事
か
ら
の
よ
う
な
 式
を
抽
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
詩
才
に
富
む
士
大
夫
が
地
方
に
赴
任
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
土
地
の
見
を
!し
出
し
、
詩
に
よ
っ
て
そ
の
魅
力
を
十
分
引
き
立
て
喧
傳
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
行
動
 式
で
あ
る
。「
瀟
湘
八
景
圖
」
が
生
ま
れ
た
時
代
、
こ
れ
を
折
に
觸
れ
て
"き
、
ま
た
實
踐
し
た
詩
人
が
、
蘇
軾
で
あ
る
（
19）。
以
下
に
用
例
を
引
く
。
①
「
鳳
#八
觀
」
詩
、
記
可
觀
八
也
。
昔
司
馬
子
長
登
會
稽
、
探
禹
穴
、
不
$千
里
。
而
李
太
白
亦
以
七
澤
之
觀
至
荊
州
。
二
子
蓋
悲
世
悼
俗
、
自
傷
不
見
古
人
、
而
欲
一
觀
其
%迹
、
故
其
&如
此
。
鳳
#當
秦
蜀
之
交
、
士
大
夫
之

夕
'來
此
八
觀
、
又
皆
(
)可
至
、
而
好
事
有
不
能
*觀
焉
、
故
作
詩
以
+欲
觀
而
不
知
。
「
鳳
#八
觀
并
敍
」
敍
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
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（『
』
七
八
六
・14・9105／
嘉
六
年
）
②
「
南
康
八
境
圖
」
、
太
守
孔
君
之
作
也
。
君
作
石
、
其
上
樓
觀
臺
	之
見
而
作
是
圖
也
。
東

七
、
南

五
嶺
、
覽
羣
山
之
參
差
、
俯
章
貢
之
流
、
雲
烟
出
、
木
蕃
麗
、
邑
屋
相

、
犬
之
聲
相
聞
。
觀
此
圖
也
、
可
以
茫
然
而
思
、
粲
然
而
笑
、
然
而
歎
矣
。
蘇
子
曰
、
此
南
康
之
一
境
也
、
何
從
而
八
乎
。
自
觀
之

也
。
且
子
不
見
夫
日
乎
、
其
旦
如
盤
、
其
中
如
珠
、
其
夕
如
破
璧
、
此
豈
三
日
也
哉
。
苟
知
夫
境
之
爲
八
也
、
則
凡

・
夕
・
雨
暘
・
晦
冥
之
、
坐
作
・
行
立
・
哀
樂
・
喜
怒
之
變
、
接
於
吾
目
而
感
吾
心
、
有
不
可
數
矣
、
豈
特
八
乎
。
如
知
夫
八
之
出
乎
一
也
、
則
夫
四
之
外
、
詼
詭
譎
怪
、
『
禹
貢
』
之
書
、
鄒
衍
之
談
、
相
如
之
賦
、
雖
至
千
萬
未
有
不
一
也
。
後
之
君
子
、
必
將
有
感
於
斯
焉
。
乃
作
詩
八
章
、
題
之
圖
上
。
「
虔
州
八
境
圖
八
首
并
引
」
引
（『
』
七
九
九
・14・9248／
元
豐
元
年
）
③
坐
看
湍
遶
石
樓
、
使
君
高
會
百
無
憂
。
三
犀
竊
鄙
秦
太
守
、
八
詠
聊
同
沈
隱
侯
。
「
虔
州
八
境
圖
八
首
并
引
」
其
一
（『
』
七
九
九
・14・9248）
④
不
羨
三
刀
蜀
、
聊
將
八
詠
繼
東
。
臥
看
古
佛
凌
雲
閣
、
敕
賜
詩
人
明
湖
。
得
句
會
應
竹
鶴
、
思
歸
復
爲
蓴
鱸
。

空
好
在
修
眉
色
、
頭
白
堪
乞
左
符
。
「
呂
昌
知
嘉
州
」
詩
（『
』
八
一
四
・14・9416／
元
四
年
）
①
は
最
も
早
期
の
用
例
。
蘇
軾
が
 士
!第
後
、
初
め
て
赴
任
し
た
鳳
"の
見
を
八
つ
#び
、
そ
れ
を
詩
に
仕
立
て
た
も
の
。
沈
$「
八
詠
詩
」
の
故
事
は
引
用
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
%
&の
'
(は
こ
こ
に
發
揮
さ
れ
て
い
る
。
②
と
③
は
虔
州
知
事
の
孔
宗
翰
が
「
虔
州
八
境
圖
」
を
寄
せ
彼
に
詩
を
求
め
て
き
て
、
そ
れ
に
應
え
て
作
っ
た
作
品
。
作
詩
の
)機
は
受
動
*だ
が
、
「
八
境
」
に
つ
い
て
の
持
+が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
興
味
深
い
。
③
詩
に
あ
る
よ
う
に
、
彼
の
意
識
下
に
は
沈
$の
故
事
が
あ
る
。
④
は
知
人
が
、
故
,の
す
ぐ
-く
に
赴
任
す
る
の
を
っ
た
詩
で
、
知
人
に
對
し
、
%
&、
行
動
.式
の
實
踐
を
期
待
し
て
い
る
。
以
上
の
如
く
、
「
八
景
」
の
二
字
は
、
-く
は
/代
の
0章
組
詩
形
式
に
よ
る
名
詠
の
傳
統
を
、
1く
は
沈
$「
八
詠
詩
」
の
故
事
を
0
想
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
傳
統
は
、
士
大
夫
の
彼
ら
に
、
士
大
夫
と
し
て
の
有
り
樣
を
明
に
暗
に
訴
え
か
け
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
六
、
宋
代
八
景
現
象
%二
2で
論
じ
た
よ
う
に
、「
瀟
湘
」
と
い
う
風
土
、「
八
景
」
と
い
う
形
式
は
、
各
々
、
士
大
夫
文
學
の
傳
統
を
3く
0想
さ
せ
る
4
5を
宋
代
八
景
現
象
考
（
6山
）
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持
っ
て
い
た
。「
瀟
湘
八
景
圖
」
の
獨
自
性
は
、
そ
の
二
つ
の
傳
統
が
、
士
大
夫
畫
家
と
い
う
媒
介
を
得
て
、
渾
然
一
體
と
な
り
、
繪
畫
領
域
で
表
現
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
士
大
夫
が
長
い
時
を
か
け
て
育
ん
で
き
た
文

文
の
中
で
生
し
た
こ
と
に
、
こ
の
現
象
が
流
行
し
た
最
大
の
因
が
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
繪
畫
領
域
に
お
け
る
八
景
現
象
が
、
「
瀟
湘
八
景
詩
」
と
い
う
題
材
で
、
詩
歌
領
域
で
獨
立
し
て
詠
じ
ら
れ
始
め
る
と
、
一
見
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
そ
こ
に
繪
畫
の
介
在
を
想
定
で
き
な
い
作
例
も
出
て
く
る
。
そ
う
な
る
と
、
章
組
詩
形
式
に
よ
る
名
	詠
の
傳
統
の
中
に
、
そ
れ
が
再
び

收
さ
れ
、
初
期
の
個
性
（
詩
畫
の
融
合
）
を
失
う
可
能
性
も

無
で
は
な
か
っ
た
が
、
結
果
に
八
景
關
の
詩
歌
が
繪
畫
と
く
無
關
係
の
境
地
で
制
作
さ
れ
る
こ
と
は
え
て
少
な
か
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
。
實
際
に
は
繪
畫
の
介
在
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
イ
メ
ー
ジ
領
域
に
あ
っ
て
は
、
讀
に
常
に
繪
畫
を
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
八
景
の
各
景
が
字
四
文
字
で
標
題
さ
れ
る
、
と
い
う
一
點
に
集
さ
れ
て
い
る
。
八
景
の
標
題
は
、
「
洞
庭
秋
」
や
「
沙
雁
」
等
の
よ
う
に
、
四
文
字
の
中
、

の
二
文
字
は
に
場
や
地
點
を
規
定
し
、
後
の
二
文
字
は
と
し
て
季
、
時
帶
や
自
然
現
象
を
規
定
す
る
と
い
う
傾
向
を
も
つ
。
こ
う
い
う
四
文
字
に
よ
る
標
題
方
法
は
、
元
來
、
詩
歌
で
は
な
く
、
繪
畫
、
特
に
山
水
畫
の
領
域
で
用
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
山
水
畫
は
、
制
作
の
表
現
意
圖
を
正
確
に
鑑
賞
に
傳
え
る
た
め
に
、
最
低
四
文
字
の
畫
題
を
必
と
し
た
。
ど
こ
の
山
水
を
い
た
の
か
、
季
や
時
帶
は
い
つ
頃
な
の
か
、
氣
象
條
件
が
ど
う
で
あ
る
の
か
等
々
を
、
鑑
賞
の
解
を
除
く
べ
く
、
あ
ら
か
じ
め
提
示
す
る

慣
が
や
が
て
一
つ
の
傳
統
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
宋
と
同
時
代
の
畫
家
、
郭
熙
が
そ
の
『
林
泉
高
集
』
の
中
で
、
畫
題
に
つ
い
て
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。
一
種
畫
春
秋
 、
各
有
初
中
曉
!之
"品
、
意
思
物
色
、
便
當
分
解
、
況
其
各
有
趣
哉
。
其
他
不
#拘
四
時
、
而
經
史
$子
中
故
事
、
%又
當
各
從
臨
時
宜
爲
可
、
謂
如
春
有
早
春
、
早
春
&景
、
早
春
雨
景
、
殘
&早
春
、
&霽
早
春
、
雨
霽
早
春
、
烟
雨
早
春
、
'雲
欲
雨
、
春
雨
春
靄
、
早
春
曉
景
、
早
春
(景
、
上
日
春
山
、
春
雲
欲
雨
、
早
春
烟
靄
、
春
雲
出
谷
、
滿
溪
春
溜
、
春
雨
春
風
作
斜
風
細
雨
、
春
山
明
麗
、
春
雲
如
白
鶴
、
皆
春
題
也
。
…
…
雜
有
水
村
漁
舍
、
憑
高
觀
耨
、
沙
雁
、
溪
橋
酒
家
、
脩
橋
)
絲
樵
蘇
、
皆
雜
題
也
。
（
文
淵
閣
四
庫
書
本
）
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
98
郭
熙
も
畫
題
を
ね
字
四
字
で
表
現
し
て
い
る
。
一
方
、
詩
の
標
題
に
は
特
に
字
數
に
關
わ
る
制
も
傳
統
も
存
在
し
な
い
。
從
っ
て
、
八
景
現
象
が
各
景
を
四
字
で
標
題
す
る
と
い
う
事
實
か
ら
も
、
こ
の
現
象
と
繪
畫
と
の
深
い
關
わ
り
を
確
で
き
よ
う
。
北
宋
後
～
末
期
に
「
瀟
湘
八
景
」
と
い
う
枠
組
が
普
し
た
後
、
南
宋
（
金
）
に
入
る
と
、
早
く
も
瀟
湘
以
外
の
土
地
に
こ
の
枠
組
み
を

用
し
た
發
展
型
が
生
し
た
。
以
下
に
、
そ
の
	な

體
例
を
列
記
す
る
。①
曹
（
一
○
九
八
？
～
一
一
七
四
）「
題
兪
妾
畫
八
景
」
（
『
』
一
八
九
五
・
3
3
・
21183
／
七
言
句
）
…
…
「
浙
江
觀
」
「
鑑
湖
垂
」
「

松
秋
」
「
廬
山
霽
色
」
「
門
夕
照
」
「
赤
壁
扁
舟
」
「
鄂

光
」
「
瀟
湘
雨
」。
②
楊
萬
里
（
一
一
二
七
～
一
二
○
六
）「
題
文
發
叔
藏
潘
子
眞
水

江
湖
八
境
小
軸
」
（
『
』
二
二
七
八
・
4
2
・
2612
／
五
言
句
）
…
…
「
洞
庭
波
漲
」
「
武
昌
春
色
」
「
廬
山
霽
色
」
「
門
殘
照
」
「
太
湖
秋
」
「
浙
江
觀
」「
西
湖
日
」「
靈
隱
冷
泉
」。
③
蔡
元
定
（
一
一
三
五
～
一
一
九
八
）「
沙
八
景
」
（
『
』
二
五
○
一
・
4
6
・
28924
／
七
言
句
）
…
…
「
岱
山
夕
照
」
「
村
春
雨
」
「
雲
巖
山
色
」
「
祇
園
溪
聲
」
「
松
岡
夜
濤
」
「
湖
風
」
「
武
陵
橋
」
「
象
巖

」。［
建
沙
］
④
羅
仲
舒
（
一
一
五
六
～
一
二
二
九
）「
蘆
江
八
詠
」 （
『
』
二
七
二
九
・
5
1
・
32111
／
五
言
句
）
…
…
「
東
橋
柳
色
」
「
西
浦
痕
」
「
 野
!
雲
」
「
後
江

」
「
義
塾
書
燈
」
「
祠
堂
議
禮
」
「
蘆
山
樵
唱
」
「
竹
林
梵
鐘
」。［
浙
江
"溪
］
⑤
（
金
）
李
俊
民
（
一
一
七
六
～
一
二
六
○
）「
#水
八
詠
」
（
『
金
詩
』
九
三
・
3
・
273
／
七
言
句
）
…
…
「
陶
$春
色
」
「
廣
%
嵐
」
「
#湖
飛
絮
」
「
錦
灘
&
'」
「
汾
水
孤
帆
」
「
姑
山
照
」
「
晉
橋
(
」
「
西
)
夜
雨
」。［
山
西
臨
汾
］
⑥
（
金
）
陳
*（
一
一
九
○
～
一
二
七
四
）「
蒲
中
八
詠
爲
師
巖
卿
賦
」
（
『
金
詩
』
一
○
四
・
3
・
441
／
五
言
句
）
…
…
「
蒲
津
渡
」
「
+坂
曉
行
」
「
,殿
-風
」
「
首
陽

」
「
東
林
夜
雨
」
「
西
巖
疊
.」
「
/
0
夕
陽
」「
王
官
飛
湍
」。［
山
西
永
濟
］
⑦
（
金
）
元
好
問
（
一
一
九
○
～
一
二
五
七
）「
方
1八
景
」
（
『
金
詩
』
一
二
七
・
4
・
236
／
七
言
句
）
…
…
「
松
陂
烟
雨
」
「
大
乘
夕
照
」
「

塘
夜
」
「
煉
眞
春
2」
「
仙
3
霽
」
「
&川
雲
4」
「
羅

5嵐
」
「
堵
陽
磯
」。［
河
北
固
安
］
⑧
（
金
）
陳
6（
一
一
九
四
～
一
二
六
一
）
「
題
師
巖
卿
蒲
中
八
詠
」
（
『
金
詩
』
一
三
七
・
4
・
369
／
七
言
句
）
…
…
「
蒲
津
渡
」
「
+坂
曉
行
」
「
,殿
-風
」
「
首
陽

」
「
東
林
夜
雨
」
「
西
巖
疊
.」
「
/
0
宋
代
八
景
現
象
考
（
7山
）
99
夕
陽
」「
王
官
飛
湍
」。［
山
西
永
濟
］
⑨
（
金
）
段
克
己
（
一
一
九
六
～
一
二
五
四
）「
龍
門
八
題
」
（
『
金
詩
』
一
四
四
・
4
・
443
／
七
言
句
）
…
…
「
禹
門
浪
」
「
雲
中
雨
」
「
疏
屬
嵐
」
「
雙
峰
競
秀
」
「
谷
藏
春
」
「
姑
山
夕
照
」
「
汾
水
秋
風
」
。
［
山
西
河
津
］
⑩
（
金
）
段
克
己
「
蒲
州
八
詠
」
（
『
金
詩
』
一
四
四
・
4
・
444
／
七
言

句
）
…
…
「
蒲
津
渡
」
「
	坂
曉
行
」
「

殿
風
」
「
首
陽

」
「
東
林
夜
雨
」「
西
巖
疊
」「

夕
陽
」「
王
官
飛
湍
」。［
山
西
永
濟
］
⑪
何
子
擧
（
？
～
一
二
六
六
）
「
渭
八
景
」
（
『
』
三
二
九
八
・
6
2
・
39292
／
七
言
律
詩
）
…
…
「
渭
嵐
」
「
箭
山

」
「
北
澗
雙
流
」
「
指
崖
一
覽
」
「
桐
犁
」
「
溪
隱
」
「
大
隴
秋
雲
」
「
高
村
夜
」
。
［
浙
江
武
康
］
⑫
家
鉉
（
一
二
一
三
～
？
）
「
鯨
川
八
景
」
（
『
』
三
三
四
四
・
6
4
・
39960
／
七
言
句
）
…
…
「
東
春
早
」
「
西
園
秋
」
「
冰
岸
水
燈
」
「
沙
堤
風
柳
」
「
戍
樓
殘
照
」
「
客
船

」
「
市
橋
色
」
「
塘
雨
聲
」
。
（
明
・
樊
深
、『
嘉
河
府
志
』
一
）［
河
北
河
］
⑬
徐
瑞
（
一
二
五
五
～
一
三
二
五
）「
韻
灣
東
湖
十
詠
」
（
『
』
三
七
一
八
・
7
1
・
44670
／
七
言
句
）
…
…
「
兩
堤
柳
色
」
「
雙
鈴
」
「
孔
廟
松
風
」
「
顏
亭
雨
」
「
湖
中
孤
寺
」
「
洲
上
百
 」
「
!
"
#
」
「
新
橋
酒
$」「
江

角
」「
%
&
雲
」。［
江
西
波
陽
］
⑭
'善
夫
（
？
～
？
）「
(溪
八
詠
」
（
『
』
三
七
七
二
・
7
2
・
45504
／
七
言
句
）
…
…
「
子
期
丹
竈
」
「
龍
潭
秋
」
「
蘆
峰
夕
照
」
「
(溪
小
隱
」
「
桃
源
別
墅
」
「
硯
峰

」
「
山
寺
鐘
」
「
)雲
三
峰
」
。
（
明
・
馮
繼
科
『
嘉
建
陽
縣
志
』
三
）［
"建
建
陽
］
こ
の
他
、
王
象
之
『
輿
地
紀
*』
（
一
二
二
七
年
+書
）
や
,穆
『
方
輿
*覽
』
（
初
刻
一
二
三
九
年
、
重
刻
一
二
六
六
～
六
七
年
）
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
、
ａ
「
桃
源
八
景
」
（『
紀
*』
六
八
、『
*覽
』
三
○
）
…
…
「
桃
川
仙
隱
」
「
白
馬
濤
」
「
-蘿
晝
」
「
.溪
雨
」
「
/陽
古
寺
」
「
楚
山
春
」
「
0江
夜
」「
童
坊
曉
渡
」。［
湖
南
桃
源
］
ｂ
「
湟
州
八
景
」
（『
紀
*』
九
二
）
…
…
「
雙
溪
春
漲
」「
龍
潭
飛
雨
」
「
楞
伽
曉
」
「
靜
"
1林
」
「
巾
峰
2眺
」
「
秀
巖
滴
」
「
圭
峰
靄
」
「
巖
湖
疊
」。［
廣
東
3縣
］
の
二
種
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
、
①
と
②
は
、
詩
題
に
明
ら
か
な
如
く
、
題
畫
詩
で
あ
る
。
各
景
の
題
名
か
ら
4斷
す
る
と
、
兩
5と
も
に
、
長
江
の
中
流
か
ら
下
流
の
江
南
一
帶
に
6ぶ
廣
範
圍
の
中
か
ら
名
*地
を
八
地
點
7び
取
っ
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
100
た
繪
畫
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
あ
た
か
も
瀟
湘
の
水
が
や
が
て
長
江
と
合
流
し
東
へ
と
流
れ
て
い
く
よ
う
に
、
洞
庭
湖
～
武
昌
～
廬
山
～
門
と
畫
題
が
展
開
し
て
い
る
點
が
興
味
深
い
。
そ
し
て
、「
瀟
湘
」
の
呪
を
ひ
と
た
び
解
き
放
た
れ
た
「
八
景
」
は
、
中
國
各
地
へ
と
散
ら
ば
り
、
か
く
し
て
八
景
現
象
が
各
地
に
生
し
て
い
っ
た
。
⑤
～
⑩
の
作
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
敵
國
・
金
に
お
い
て
も
同
時
行
し
て
い
る
事
實
に
、
こ
の
現
象
の
感
染
力
を
見
る
思
い
が
す
る
。
七
、
西
湖
十
景
世
八
景
現
象
の
型
宋
代
八
景
現
象
の
掉
尾
を
る
の
が
、
杭
州
の
「
西
湖
十
景
」
で
あ
る
。
最
後
に
「
西
湖
十
景
」
を
り
上
げ
檢
討
す
る
こ
と
を
じ
て
、
明
	以

の
世
、
代
八
景
現
象
へ
の
展
を
示
し
て
お
き
た
い
。
、
、畫
、家
、稱
湖
山
四
時
景
色
最
奇
有
十
。
曰
、「
蘇
堤
春
曉
」
「
院
風
」
「
湖
秋
」
「
斷
橋
殘
」
「
柳
浪
聞
鶯
」
「


觀
魚
」「
雷
峰
夕
照
」「
兩
峰
雲
」「
南
屏
鐘
」「
三
潭
映
」。
春
則
柳
爭
妍
、
則
榴
競
放
、
秋
則
桂
子
飄
香
、
則


破
玉
、
瑞
飛
瑤
。
四
時
之
景
不
同
、
而
賞
心
樂
事
亦
與
之
無
窮
矣
。
右
は
、
自
牧
『
粱
』
（
卷
一
二
、
「
西
湖
」
）
に
見
え
る
記
事
で
あ
る
。
ほ
ぼ
同
樣
の
容
が
、
穆
『
方
輿
 覽
』
（
卷
一
、
浙
西
路
臨
安
府
、
山
川
「
西
湖
」
の
小
字
!）
に
も
見
え
る
の
で
、「
西
湖
十
景
」
は
遲
く
と
も
度
宗
の
咸
淳
二
、
三
年
（
一
二
六
六
、
六
七
）
"後
に
は
、
#立
し
て
い
た
（『
方
輿
 覽
』
の
重
刻
本
は
咸
淳
二
、
三
年
に
出
版
さ
れ
た
）。
但
し
、『
方
輿
 覽
』
の
記
事
も
、「
時
」
の
二
文
字
で
始
ま
る
の
で
、
南
宋
末
期
を
$く
遡
る
こ
と
は
な
い
。
現
存
す
る
南
宋
繪
畫
は
殆
ど
殘
っ
て
い
な
い
が
、
『
粱
』
の
引
用
文
%頭
に
も
あ
る
よ
う
に
、
「
西
湖
十
景
」
も
生
時
點
で
繪
畫
と
深
い
關
わ
り
を
も
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
他
の
八
景
現
象
同
樣
、
「
西
宋
代
八
景
現
象
考
（
山
）
101
傳南宋、李嵩「西湖圖」（上&物'()）
湖
十
景
詩
」
や
「
西
湖
十
景
詞
」
が
傳
わ
っ
て
い
る
。
詩
で
は
、
王

（
？
～
？
、
南
宋
末
期
の
人
／
「
湖
山
十
景
」
詩
、
『
』
三
五
二
・
6
7
・
42044
）
と
王
（
？
～
？
、
宋
末
元
初
の
人
／
『
』
三
六
○
九
・
6
8
・
43218
）
の
作
例
が
、
詞
で
は
、
張
（
？
～
？
、
南
宋
末
期
の
人
／
『
宋
詞
』
五
・3086）、
陳
允
（
一
二
○
五
？
～
一
二
八
○
／
「
西
湖
十
詠
」、『
宋
詞
』
五
・3102）、
密
（
一
二
三
二
～
一
二
九
八
／
『
宋
詞
』
五
・3264）
の
作
例
が
傳
わ
っ
て
い
る
。
從
っ
て
、
「
瀟
湘
八
景
」
を
宋
代
八
景
現
象
の
始
發
驛
と
す
る
な
ら
ば
、
「
西
湖
十
景
」
は

	驛
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
兩


を
相
互
比
較
し
つ
つ
、
原
型
と
發
展
型
の
相
點
を
檢
討
し
、
そ
の
意
味
す
る
こ
と
を
考
察
し
て
み
た
い
。
「
八
」
か
「
十
」
か
と
い
う
相

を
除
い
て
も
、
兩

に
は
幾
つ
か
の
本
質
差
が
め
ら
れ
る
。
そ
の
最
も
大
き
い
差
は
、
抽
象
と
象
の
同
で
あ
る
。
兩

の
各
景
は
と
も
に
四
字
で
標
題
さ
れ
、

二
文
字
が
と
し
て
地
點
を
明
示
す
る
と
い
う
點
は
共
す
る
。
し
か
し
、
「
瀟
湘
八
景
」
の
景
點
が
不
特
定
で
あ
る
の
に
對
し
、
「
西
湖
十
景
」
の
方
は
景
點
が
特
定
さ
れ
て
い
る
。
後
二
文
字
が
共
す
る
標
題
を
以
下
に
げ
る
。
瀟
湘
八
景
…
…
洞
庭
秋

漁
村
照
寺
鐘
西
湖
十
景
…
…
湖
秋

雷
峰
夕
照
南
屏
鐘
「
湖
秋
」
は
、
西
湖
の
靜
か
な
湖
面
が
中
秋
の
明
を
受
け
て
輝
く
景
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
來
、
體
な
地
點
を
指
し
示
す
呼
稱
で
は
な
い
は
ず
だ
が
、
現
在
の
「
湖
秋
」
は
孤
山
の
南
に
固
定
さ
れ
て
い
る
。
南
宋
の
頃
、
一
時
期
、
寶
石
山
上
に
移
動
し
た
が
、
現
在
の
場
が
宋
の
頃
よ
り
賞
に
最
も
相
應
し
い
地
點
と
識
さ
れ
て
い
た
た
め
に
場
が
固
定
さ
れ
た
、
と
い
う
（
88・
10、
浙
江
人
民
出
版
『
南
宋
京
杭
州
』
）。
「
洞
庭
」
は
「
湖
」
よ
り
ず
っ
と
體
な
稱
で
は
あ
る
が
、
洞
庭
湖
の
廣
大
さ
が
に
そ
れ
を
特
定
不
可
能
な
も
の
に
變
質
さ
せ
て
い
る
。
他
の
二
組
は
、
兩

の
差
が
よ
り
明
確
で
あ
る
。
「
漁
村
」
に
對
す
る
「
雷
峰
」
、
「
寺
」
に
對
す
る
「
南
屏
」
、


が
ど
こ
の
水
邊
で
も
普
 
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
對
し
、
後

は
固
有
の
地
名
で
あ
り
、
地
點
が
自
ず
と
特
定
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
體
を
規
定
す
る
「
瀟
湘
」
と
「
西
湖
」
の
地
名
か
ら
し
て
、
こ
の
差
が
明
確
に
現
れ
出
て
い
る
。
一
方
が
湖
南
域
の
別
稱
と
し
て
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
の
廣
大
な
範
圍
を
指
す
稱
で
あ
る
の
に
對
し
、
一
方
は
個
別
の
地
點
を
指
し
示
し
て
い
る
。
西
湖
の

は
せ
い
ぜ
い
15㎞
、
圍
の
山
上
に
立
て
ば
、
湖
面
の
て
を
隈
無
く
!野
に
"め
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
瀟
湘
」
の
一
部
に
#ぎ
な
い
洞
庭
湖
で
さ
え
、
面
積
は
西
湖
の
數
十
倍
の
廣
さ
で
あ
る
。
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繪
畫
と
し
て
「
瀟
湘
八
景
」
を
考
え
る
時
、
範
圍
の
廣
大
さ
、
地
點
の
不
特
定
性
が
、
繪
畫
と
し
て
の
自
由
度
を
保
障
し
た
。
畫
家
は
、
實
在
す
る
景
に
餘
り
左
右
さ
れ
ず
、
「
形
似
」
の
拘
束
か
ら
離
れ
て
、
心
象
風
景
を
紙
面
に
寫
し
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
瀟
湘
」
の
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
く
て
も
、
「
瀟
湘
八
景
圖
」
を
く
こ
と
が
十
分
可
能
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
13～
15世
紀
、
鮮
や
日
本
に
お
い
て
、
各
々
當
地
の
畫
家
の
手
に
よ
っ
て
大
量
に
「
瀟
湘
八
景
圖
」
が
制
作
さ
れ
た
（
20）
が
、
そ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
「
寫
意
」
の
水
山
水
畫
と
い
う
特
性
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
一
方
、
「
西
湖
十
景
圖
」
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
十
景
は
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
地
點
と
關
わ
り
が
あ
る
。
從
っ
て
、
繪
畫
に
お
け
る
形
象
も
固
有
の
實
景
に
制
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
（
21）。「
西
湖
十
景
圖
」
は
、
理
念
に
は
、
固
有
の
實
景
か
ら
大
き
く
離
れ
て
は
存
在
し
得
ず
、
少
な
く
と
も
「
瀟
湘
八
景
圖
」
よ
り
は
寫
實

素
の
	い
、
「
形
似
」
重

の
畫
題
と
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
實
景
に
く
觸
れ
る
こ
と
な
く
、
詩
歌
や
傳
聞
に
よ
っ
て
想
像
し
た
景
を
く
こ
と
は
、
理
念
に
は
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
鑑
賞
が
一
度
西
湖
の
湖
に
立
っ
た
經
驗
を
持
つ
と
し
た
ら
、
そ
れ
が
「
西
湖
十
景
」
と

さ
れ
な
い
危
險
性
を
含
む
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
西
湖
十
景
圖
」
に
は
寫
實
性
＝
形
似
性
が
求
め
ら
れ
る
。
南
宋
士
大
夫
が
「
西
湖
十
景
圖
」
を
制
作
し
た
と
い
う
記
は
殘
っ
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
、
南
宋
に
お
け
る
「
士
人
畫
」
の
長
と
關
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
西
湖
十
景
圖
」
の
求
す
る
寫
實
性
が
、
當
時
の
士
大
夫
畫
家
を
ざ
け
た
因
の
一
つ
に
數
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
當
時
の
士
大
夫
に
と
っ
て
、
實
景
畫
は
、
思
想
に
も
技
巧

に
も
最
も
接
し
に
く
い
領
域
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
幸
い
杭
州
に
は
「
西
湖
十
景
圖
」
を
可
能
に
す
る
最
高
の
條
件
が
備
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
宮
畫
院
の
存
在
で
あ
る
。
當
時
、
最
高
の
技
を
も
っ
た
職
業
畫
家
た
ち
が
西
湖
の
湖
に
雲
集
し
て
い
た
。
彼
ら
は
い
な
が
ら
に
し
て
最
高
の
素
材
と
日
常
に
向
き
合
う

境
を
得
て
、
西
湖
に
材
を
取
っ
た
繪
畫
を
量
し
た
に
い
な
い
。
そ
れ
が
最

に
「
十
景
圖
」
と
い
う
形
に
結
實
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
瀟
湘
八
景
」
と
の
比
較
に
續
い
て
、
南
宋
の
他
の
八
景
現
象
と
の
同
を
檢
討
す
る
。
地
點
特
定
型
の
八
景
現
象
は
、

で
列
記
し
た
よ
う
に
、
杭
州
以
外
の
地
で
す
で
に
南
宋
の
中
期
に
は
出
現
し
て
い
る
（
③
び
④
）。
し
か
し
、「
西
湖
十
景
」
は
、
對
外
效
果
と
い
う
點
で
、
そ
れ
ら
に
は
な
い
	力
な
利
點
を
幾
つ
か
持
っ
て
い
た
。
ま
ず
、
そ
こ
が
首
で
あ
っ
た
と
い
う
點
。
行
在
 で
あ
る
と
は
い
え
、
杭
州
は
皇
!が
"座
す
る
、
南
宋
に
お
け
る
政
治
、
經
濟
、
文
#
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。
皇
!、
宰
相
以
下
、
文
武
百
官
が
こ
こ
に
常
$
宋
代
八
景
現
象
考
（
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し
た
。
地
方
に
轉
出
す
る
士
大
夫
も
こ
の
地
を
出
發
し
、
や
が
て
こ
の
地
に
歸
っ
て
き
た
。
ま
た
各
種
業
界
の
人
々
が
國
か
ら
集
ま
り
來
る
一
大
據
點
で
あ
っ
た
。
報
が
專
ら
人
に
よ
っ
て
ば
れ
て
い
た
當
時
、
こ
の
事
實
の
持
つ
意
味
は
に
大
き
い
。
彼
ら
の
實
見
し
た
「
西
湖
十
景
」
は
、
や
か
に
國
に
喧
傳
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
、
西
湖
び
「
西
湖
十
景
」
が
覽
至
便
の
條
件
を
備
え
て
い
る
と
い
う
利
點
が
あ
る
。
西
湖
は
杭
州
市
街
に
す
ぐ
	接
し
て
い
る
。
杭
州
を
訪
れ
た

が
、
光
を
目
と
し
て
い
な
く
と
も
、
身
體
を
杭
州
へ
べ
ば
、
自
ず
と
西
湖
の
山
水
に
觸
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、

の
よ
う
に
、
西
湖
は


15㎞
足
ら
ず
で
あ
る
の
で
、
そ
の
氣
に
な
れ
ば
日
で
一
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
っ
た
。
從
っ
て
、
時
と
勞
力
を
大
し
て
費
や
す
こ
と
な
く
、
十
景
の
各
地
點
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
至
便
性
を
備
し
て
い
る
。
第
三
に
、
西
湖
山
水
の
持
つ
集

優
美
さ
で
あ
る
。
こ
れ
は
第
二
の
點
と
も
關
わ
り
合
う
が
、
西
湖
は
市
街
を
除
く
三
方
が
山
に
よ
っ
て
取
り
圍
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
山
が
界
を
り
、
界
を
限
定
す
る
。
そ
の
閉
性
が
、
か
え
っ
て
湖
水
を
景
に
山
竝
み
を
背
景
と
す
る
一
つ
の
獨
立
し
た
山
水
圖
を
き
上
が
ら
せ
る
。
し
か
も
、
西
湖
が
ち
ょ
う
ど
界
に
め
ら
れ
る
サ
イ
ズ
で
あ
る
た
め
、
こ
の
圖
は
訪
れ
た
ど
の
人
に
と
っ
て
も
、
大
差
な
い
映
像
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
心
の
中
に
結
ば
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
山
水
の
配
置
が
、
游
客
の
景
に
對
す
る
意
擴
散
を
防
ぎ
、
一
つ
の
イ
メ
ー
ジ
へ
と
集
さ
せ
る
役
を
し
て
い
る
。
第
四
に
、
西
湖
が
、
宋
の
許
多
の
詩
人
に
よ
っ
て
歌
頌
さ
れ
た
と
い
う
、
文
學
傳
統
を
持
つ
利
點
が
あ
る
。
し
か
も
、
と
宋
を
そ
れ
ぞ
れ
代
表
す
る
白
居
易
と
蘇
軾
が
地
方
官
と
し
て
こ
の
地
に
滯
在
し
、
多
數
の
名
作
を
殘
し
た
。
そ
し
て
彼
ら
に
ち
な
む
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
西
湖
の
點
景
と
し
て
山
水
を
っ
て
い
る
。
「
西
湖
十
景
」
の
底
流
に
流
れ
る
文
學
傳
統
の
意
味
は
、
「
瀟
湘
八
景
」
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
敵
す
る
。
し
か
も
、
彼
ら
宋
詩
人
が
開
發
し
た
西
湖
の
イ
メ
ー
ジ
に
は
、
瀟
湘
文
學
の
持
つ
「
不
」「
悲
傷
」「
 愁
」
等
の
暗
さ
が
な
い
。
あ
く
ま
で
、
明
る
く
纖
細
な
、
か
つ
ま
た
純
粹
に
心
を
ば
せ
る
た
め
の
空
と
し
て
、
イ
メ
ー
ジ
!さ
れ
て
い
る
點
も
重
"で
あ
ろ
う
。
以
上
べ
た
如
く
、
「
西
湖
十
景
」
は
、
他
の
土
地
で
は
容
易
に
得
#い
、
樣
々
な
固
有
の
好
條
件
を
備
え
て
い
た
。
宋
代
八
景
現
象
の
$
點
に
位
置
す
る
「
西
湖
十
景
」
が
、
こ
の
よ
う
に
良
好
な
條
件
を
存
分
に
%收
し
な
が
ら
、
そ
の
象
イ
メ
ー
ジ
を
對
外
に
宣
傳
し
た
事
實
は
極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。「
西
湖
十
景
」
の
詩
畫
は
、
も
と
よ
り
・臥
・
を
阻
&す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
鑑
賞

に
・臥
・
と
は
正
反
對
の
感
興
を
催
さ
し
む
る
效
力
を
持
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
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つ
ま
り
、
詩
畫
に
觸
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
實
景
を
我
が
目
で
樂
し
み
た
い
と
い
う
、
と
い
う
感
興
で
あ
る
。
瀟
湘
八
景
の
世
界
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
か
ら
、
想
像
の
世
界
で
ゆ
っ
た
り
と
「
臥
」
す
る
の
に
相
應
し
い
。
し
か
し
、
「
西
湖
十
景
」
は
確
實
に
實
在
す
る
、
そ
の
光
景
を
樂
し
む
こ
と
は
條
件
が
整
い
さ
え
す
れ
ば
誰
に
で
も
可
能
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
游
文
が
生
じ
る
絲
口
が
あ
る
。
八
景
現
象
の
出
發
點
で
一
度
屋
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
八
景
が
、
八
景
現
象
の
展

で
、
そ
れ
ぞ
れ
元
來
存
在
し
た
空
	に

っ
て
ゆ
き
、
「
西
湖
十
景
」
の
功
に
よ
っ
て
そ
れ
が
決
定
づ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
今
度
は
、
士
大
夫
を
始
め
と
す
る
詩
畫
の
鑑
賞
を
屋
か
ら
屋
外
へ
と
誘
い
、
現
地
へ
と
呼
び
む
媒
介
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
最
後
に
、
日
本
の
八
景
に
つ
い
て
些
か
觸
れ
た
い
。
日
本
に
お
け
る
初
期
の
八
景
と
し
て
は
、
「
江
八
景
」
と
「
金
澤
八
景
」
が
最
も

名
で
あ
る
。
兩
の
各
景
は
、

二
文
字
が
地
點
を
明
示
し
、
後

が
「
瀟
湘
八
景
」
の
後
二
文
字
を
取
る
形
式
に
よ
っ
て
標
題
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、「
比
良

」「
矢
橋
歸
帆
」「
石
山
秋
」「
三
井

鐘
」
（
以
上
、
江
八
景
）、
「
野
島
夕
照
」
「
潟
雁
」
「
小
泉
夜
雨
」
「
洲
崎
嵐
」
（
以
上
、
金
澤
八
景
）
と
い
う
よ
う
に
。
こ
の
標
題
法
に
目
す
る
だ
け
で
も
、
兩
に
お
け
る
「
瀟
湘
八
景
」
の
影
力
が

大
で
あ
っ
た
こ
と
を
容
易
に
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
命
名
に
際
し
て
、
命
名
が
「
瀟
湘
八
景
」
を
體

な
モ
デ
ル
と
仰
い
だ
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
景
に
觸
れ
た
當
時
の
日
本
の
文
人
た
ち
は
ね
同
時
に
杭
州
西
湖
へ
の
憧
憬
を
 直
に
表
現
し
て
い
る
。
日
本
の
八
景
を
に
し
た
彼
ら
の
!
線
の
彼
方
に
は
、
お
ぼ
ろ
げ
に
杭
州
西
湖
の
山
水
が
"た
わ
っ
て
い
た
。
12～
16世
紀
、
日
本
の
中
世
に
お
い
て
、
中
國
文
の
最
も
重
#な
享
受
は
、
禪
宗
の
$侶
た
ち
で
あ
っ
た
。
元
～
%の
	、
中
國
か
ら
多
く
の
禪
$が
訪
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
が
杭
州
一
帶
の
禪
寺
で
修
行
を
積
ん
だ
$侶
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
日
本
か
ら
渡
&し
た
$侶
も
多
い
が
、
彼
ら
の
目
地
は
西
湖
湖
'の
禪
寺
か
杭
州
郊
外
の
徑
山
寺
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
に
よ
っ
て
西
湖
の
山
水
美
が
宣
傳
さ
れ
た
こ
と
が
、
日
本
に
お
け
る
八
景
現
象
流
行
の
重
#な
(機
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
に
お
け
る
八
景
現
象
流
行
の
初
期
段
階
に
あ
っ
て
、
「
瀟
湘
八
景
」
の
他
に
、
「
西
湖
十
景
」
も
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
明
に
暗
に
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
本
稿
の
結
び
と
し
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
「
西
湖
十
景
」
は
、
ひ
と
り
・
)
・
の
世
八
景
現
象
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
東
瀛
の
文
人
た
ち
を
も
魅
了
し
、
・
)外
・の
八
景
現
象
を
現
出
せ
し
め
る
一
大
原
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
宋
代
八
景
現
象
考
（
山
）
105
る
。[
]
（
１
）
In
tern
et
を
使
用
し
て
檢
索
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
中
國
で
、
１
４
千
件
餘
の
「
八
景
」
關
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
檢
索
さ
れ
た
。
比
較
新
し
い
八
景
と
し
て
は
、
廈
門
八
景
（
建
）
、
東
八
景
（
廣
東
）、
虎
門
八
景
（
廣
東
）、
湛
江
八
景
（
廣
東
）、
敦
煌
八
景
（
甘
肅
）、
烏
魯
木
齊
八
景
（
新
疆
）
…
…
等
々
を
げ
ら
れ
よ
う
。
（
２
）
例
え
ば
、
西
湖
新
十
景
（
浙
江
杭
州
）、
西
	新
八
景
（


）、
欽
州
新
八
景
（
廣
西
）、
柳
州
新
八
景
（
廣
西
）、
源
新
八
景
（
廣
東
河
源
）
、
州
新
八
景
（
廣
東
縣
）
、
濟
南
八
景
と
下
八
景
（
山
東
）
…
…
等
々
。
（
３
）
室
町
～
江
時
代
初
期
に
定
さ
れ
た
日
本
の
八
景
に
は
、
江
八
景
、
金
澤
八
景
、
多
八
景
、
南
八
景
、
松
島
八
景
等
が
あ
る
。

鮮
に
お
け
る
代
表
八
景
に
は
、
壤
八
景
、
扶
科
八
景
、
丹
陽
八
景
、
關
東
八
景
等
が
あ
る
（
但
し
、
各
八
景
の
立
時
期
に
つ
い
て
は
不
詳
）。
（
４
）
世
繪
と
は
な
る
が
、『
中
國
古
版
畫
・
地
理
卷
・
景
圖
』（
99・
４
、
湖
南
美
出
版
）
に
收
さ
れ
た
各
地
の
景
圖
は
、
そ
れ
に
す
る
も
の
と
解
釋
で
き
る
。
同
書
の
頭
に
は
、
劉
志
氏
に
よ
る
中
國
景
版
畫
略
史
が
 載
さ
れ
て
お
り
、
參
考
に
な
る
。
（
５
）
宋
!の
經
に
つ
い
て
は
、
島
田
修
二
"「
宋
!と
瀟
湘
八
景
」
（
93・
３
、
中
央
公
論
美
出
版
『
中
國
繪
畫
史
#究
』
$收
／
初
出
は
『
南
畫
鑑
賞
』
10・
４
［
41・
４
]）
に
詳
し
い
。
湖
南
轉
%司
&官
に
つ
い
て
は
、
湖
南
零
陵
縣
南
の
澹
山
岩
に
題
名
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
（
楊
殿
'『
石
刻
題
跋
索
引
』、
95・
８
、
(務
印
書
)、
三
六
七
頁
參
照
）
。
そ
の
他
は
*て
李
+『
續
,
治
-鑑
長
.』
の
記
載
に
よ
る
。
（
６
）
/
 、
島
田
修
二
"論
文
參
照
。
0筌
の
「
瀟
湘
八
景
圖
」
に
つ
い
て
は
、
郭
1
2の
『
圖
畫
見
聞
誌
』
卷
二
、「
紀
藝
上
」
に
、
0筌
の
殘
存
作
品
を
列
記
し
て
、「
有
四
時
山
水
、
…
…
山
居
詩
意
、
瀟
湘
八
景
等
圖
、
傳
於
世
」
と
い
う
記
載
が
あ
る
。
但
し
、
『
圖
畫
見
聞
誌
』
が
基
づ
い
た
と
思
し
き
0休
復
の
『
3
州
名
畫
記
』
卷
上
の
記
載
で
は
、「
筌
有
春
山
圖
、
…
…
山
居
詩
意
圖
、
瀟
湘
圖
、
八
壽
圖
。
」
と
あ
り
、
島
田
氏
は
『
圖
畫
見
聞
誌
』
に
い
う
「
瀟
湘
八
景
圖
」
は
「
瀟
湘
圖
、
八
壽
圖
」
の
二
つ
を
混
同
し
た
か
、
傳
寫
の
4ま
り
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。
李
の
「
瀟
湘
八
景
圖
」
に
つ
い
て
は
、
米
5「
瀟
湘
八
景
詩
并
序
」
に
見
え
る
が
、
米
5の
こ
の
作
品
は
初
出
文
獻
が
明
代
立
の
も
の
で
あ
り
、
彼
の
別
集
『
寶
晉
6光
集
』
に
は
收
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
『
畫
史
』
で
も
*く
言
7さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
他
、
宋
祁
の
「
渡
湘
江
」
詩
（『
*宋
詩
』
二
一
一
・4・2422）
に
、
「
春
4湘
江
渡
、
眞
觀
八
景
圖
」
の
句
が
あ
る
。
宋
祁
は
宋
!よ
り
世
代
が
上
で
あ
る
の
で
、
こ
の
句
は
宋
!以
/に
瀟
湘
八
景
圖
が
流
行
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
詩
に
つ
い
て
も
、
島
田
氏
は
南
宋
の
張
8（
一
一
三
三
～
一
一
八
○
）
の
作
で
あ
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
但
し
、
『
*宋
詩
』
卷
二
四
一
四
～
二
四
二
一
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
106
の
張
詩
の
中
に
は
、
當
該
詩
は
收
め
ら
れ
て
い
な
い
。
（
７
）
洪
よ
り
も
更
に
時
代
が
下
る
が
、
曽
行
（
一
一
一
八
～
一
一
七
五
）
の
『
獨
醒
雜
志
』
九
に
、「
東
安
一
士
人
」
が
巧
み
に
「
八
景
圖
」
を
い
た
故
事
が
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
末
尾
に
、
「
『
八
景
圖
』
爲
宋
得
意
之
筆
」
と
い
う
米
（
一
○
五
一
～
一
一
○
七
）
の
言
を
引
用
し
て
い
る
（
86・
６
、
上
	古

出
版
、
宋
元
筆
記
叢
書
）
。
な
お
、
洪
の
文
學
に
つ
い
て
は
、
大
野
修
作
「
洪
『
石
門
文
字
禪
』
の
文
學
世
界
」
（
01・
２
、
文
出
版
『
書
論
と
中
國
文
學
』
收
）
に
詳
し
い
。
（
８
）
「
宋
作
八
境
妙
…
…
」
詩
は
七
言
律
詩
に
よ
る
八
首
作
。

洪
に
は
こ
の
他
、
「
瀟
湘
八
景
詩
」
と
題
す
る
七
言
句
八
首
作
に
よ
る
作
例
も
あ
る
（
四
部
叢
刊
本
『
石
門
文
字
禪
』
一
五
、『
宋
詩
』
一
三
四
・23・15301）。
洪
に
先
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
し
て
は
、
張
經
な
る
人
物
の
作
例
が
あ
る
。
『
宋
詩
』
で
は
、
彼
を
王
安
石
の
す
ぐ
後
の
卷
五
七
九
・
1
0
・
6803
に
配
し
て
い
る
。
但
し
、
『
宋
詩
』
に
よ
れ
ば
、
張
經
の
作
例
の
初
出
文
獻
は
、
明
代
の
方
志
（『
慶
岳
州
府
志
』）
で
あ
り
、
料
と
し
て
の
信
性
に
疑
問
符
が
つ
く
。
『
宋
詩
』
は
、
お
そ
ら
く
『
宋
人
傳
記
料
索
引
』
の
正

び
續
の
記
載
に
基
づ
き
張
經
を
特
定
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
『
宋
人
傳
記
料
索
引
』
の
正

び
續
に
は
、
の
べ
四
人
の
張
經
が
收
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
、
正
に
「
皇
中
以
度
支
員
外
提
點
利
州
路
轉
使
」
と
記
さ
れ
た
人
物
が
、
『
宋
詩
』
の
比
定
し
た
張
經
と
思
わ
れ
る
（
續
に
も
「
江
人
、
天
五
年
王
堯
臣
榜
士
」
な
る
張
經
が

さ
れ
て
お
り
、

の
人
物
と
同
一
か
も
し
れ
な
い
）
。
し
か
し
、
筆
が
『
弘
治
岳
州
府
志
』
（
天
一
閣
藏
明
代
方
志
 刊
續

收
）
び
『
慶
岳
州
府
志
』
（
天
一
閣
藏
明
代
方
志
 刊
收
）
を
!し
て
み
た
と
こ
ろ
、
彼
の
作
例
は
何
れ
も
南
宋
末
の
詩
人
・
劉
學
箕
の
作
例
の
後
に

載
さ
れ
て
い
た
（
弘
治
本
で
は
卷
二
「
題
詠
誌
」
、
慶
本
で
は
卷
一
八
「
雜
傳
」
の
項
）
。
こ
の
事
實
を
重
"す
れ
ば
、
こ
の
張
經
は
南
宋
末
期
の
人
で
あ
る
方
が
相
應
し
い
。
『
宋
人
傳
記
料
索
引
續
』
に
は
、
「
#羅
人
、
咸
淳
七
年
張
$孫
榜
士
」
な
る
張
經
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
人
の
方
が
可
能
性
が
よ
り
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
何
れ
に
せ
よ
、
『
宋
詩
』
の
こ
の
配
列
に
は
再
考
の
餘
地
が
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
明
記
し
て
お
く
。
（
９
）
蘇
軾
「
宋
復
古
畫
瀟
湘
%景
圖
三
首
」
其
一
（
中
&書
局
『
蘇
軾
詩
集
』
一
七
）
に
、
「
西
征
憶
南
國
、
堂
上
畫
瀟
湘
」
の
句
が
あ
る
。
蘇
軾
の
詩
が
作
ら
れ
た
元
豐
元
年
以
の
數
年
'の
、
宋
の
經
(に
照
ら
し
て
み
る
と
、
李
)『
續
治
*鑑
長
』
二
五
六
、
「
熙
+七
年
六
,癸
丑
」
の
項
に
、
彼
が
知
-州
.提
/永
興
・
秦
鳳
路
交
子
を
拜
命
し
た
事
實
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
最
も
相
應
し
い
。
蘇
軾
詩
に
い
う
「
西
征
」
は
、
お
そ
ら
く
「
知
-州
」
赴
任
を
指
す
。
（
10）
0年
、
淺
見
洋
二
氏
は
、
1代
に
お
け
る
詩
歌
と
繪
畫
の
接
0に
つ
い
て
、
2と
し
て
詩
畫
同
質
論
の
檢
討
を
中
心
と
し
て
、
究
3果
を
多
數
發
表
し
て
い
る
。
そ
の
2な
も
の
を
列
記
す
れ
ば
、
①
「
初
4
1詩
に
お
け
る
風
景
と
繪
畫
」
（
91・
12、
『
山
口
大
學
宋
代
八
景
現
象
考
（
5山
）
107
文
學
會
誌
』
42）
②
「
中

詩
に
お
け
る
風
景
と
繪
畫
」
（
92・
10、
『
日
本
中
國
學
會
報
』
44）
③
「
閨
の
な
か
の
山
水
、
あ
る
い
は
瀟
湘
に
つ
い
て

五
代
に
お
け
る
風
景
と
繪
畫
」（
92・
５
、『
集
刊
東
洋
學
』
67）
④
「『
詩
中
有
畫
』
を
め
ぐ
っ
て
中
國
に
お
け
る
詩
と
繪
畫
」
（
97・
11、『
集
刊
東
洋
學
』
78）
⑤
「
中
國
の
自
然
識
に
お
け
る
ピ
ク
チ
ュ
ア
レ
ス
ク
」（
97・
12、
『
待
山
論
叢
』
31）
⑥
「
離
と
想
像
中
國
に
お
け
る
詩
と
メ
デ
ィ
ア
、
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
詩
」
（
98・
３
、
汲
古
書
院
『
宋
代
會
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
	收
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
の
中
で
引
用
さ
れ
た
豐
富
な
用
例
の
數
々
は
、


～
中
を
境
と
し
て
士
大
夫
の
生
活
領
域
の
中
に
繪
畫
が
徐
々
に

し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
、
代
に
あ
っ
て
は
、
士
大
夫
自
身
が
繪
筆
を
揮
っ
た
と
斷
言
で
き
る
例
は
、
無
で
は
な
い
が
、
ま
だ
か
な
り
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
（
11）
『
續
治
鑑
長
』
二
五
二
、『
續
治
鑑
』
七
○
。
ま
た
、
拙
稿
「
東
坡
烏
臺
詩
案
考
（
下
）
北
宋
後
期
士
大
夫
會
に
お
け
る
文
學
と
メ
デ
ィ
ア
」
第
九
「
・詩
案
・
後
の
メ
デ
ィ
ア
」（
00・
12、
宋
代
詩
文
究
會
『
橄
欖
』
９
、
二
○
○
頁
以
下
）
參
照
。
（
12）
水
山
水
畫
は
、
す
で
に


期
に
お
い
て
制
作
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
が
一
定
の
發
展
を
げ
る
の
は

五
代
～
北
宋
初
期
の
頃
、
完
に
向
か
う
の
が
北
宋
中
後
期
、
と
い
う
の
が
、
美
史
究
の
共
し
て
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
鈴
木
氏
は
、


五
代
の
繪
畫
に
つ
い
て
、
の
よ
う
に
い
て
い
る
。
「

・
五
代
を
水
畫
の
時
代
と
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
文
獻
の
上
か
ら
も
品
の
點
か
ら
も
、
む
し
ろ
こ
の
時
代
は
守

の
繪
畫
が

行
し
て
い
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
」
（
81・
３
、
吉
川
弘
文
『
中
國
繪
畫
史
』
上
冊
一
三
七
頁
）
。
ま
た
、
北
宋
の
水
山
水
を
「
中

 
品
畫
風
に
は
じ
ま
る
撥
山
水
の
最
!
"な
果
は
郭
熙
と
宋
#に
よ
っ
て
就
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。」（

$書
、
上
冊
二
七
四
頁
）
と
總
括
し
て
い
る
。
（
13）
劉
國
%『
蘇
軾
文
藝
理
論
究
』
第
五
章
「
畫
論
」
（
84・
11、
南
開
大
學
出
版
、
一
一
六
頁
以
下
）、
衣
&芬
『
蘇
軾
題
畫
文
學
究
』
第
五
章
、
第
二
～
第
四
（
99・
５
、
文
津
出
版
、
二
三
一
頁
以
下
）
等
參
照
。
（
14）
拙
稿
「
王
安
石
『
明
妃
曲
』
考
（
下
）
」（
95・
５
、
宋
代
詩
文

究
會
『
橄
欖
』
５
）
參
照
。
（
15）
『
宋
書
』
九
三
、「
宗
炳
傳
」。「
（
宗
炳
）
好
山
水
、
愛
'
(、
西
陟
荊
巫
、
南
登
衡
嶽
、
因
而
結
宇
衡
山
、
欲
懷
)
*之
志
。
有
疾
+江
陵
、
,曰
、
老
疾
倶
至
、
名
山
-
.
/覩
、
唯
當
澄
懷
觀
0、
臥
以
游
之
。
凡
	游
履
、
皆
圖
之
於
室
、
謂
人
曰
、
撫
琴
動
操
、
欲
令
衆
山
皆
1。
…
…
」。
（
16）
渡
邊
明
義
『
瀟
湘
八
景
圖
』（
76・
９
、
至
文
堂
、
日
本
の
美

124）、
鈴
木
『
中
國
繪
畫
史
』
中
之
一
（
84・
３
、
吉
川
弘
文
）
等
參
照
。
中
國
詩
文
論
叢
第
二
十
集
108
（
17）
赤
井
久
「
詩
に
見
る
『
湖
南
瀟
湘
』
の
イ
メ
ー
ジ
」（
上
）（
中
）
（
下
）（
00・
８
～
01・
２
、
新
公
論
『
季
刊
河
川
レ
ビ
ュ
ー
』
111～
113）
、
衣
芬
「
宋
代
題
『
瀟
湘
』
山
水
畫
詩
地
理
念
、
空
表
	與
心
理
意
識
」（
00・
11、「
空
、
地
域
與
文


中
國
文
學
與
文

書
寫
」
國
際
學

討
會
）
等
參
照
。
ま
た
、
「
瀟
湘
」
の
地
名
考
證
を
中
心
と
し
た
論
考
に
、
松
尾
幸
忠
「
瀟
湘
考
」
（
95・
10、
中
國
詩
文
究
會
『
中
國
詩
文
論
叢
』
14）
が
あ
る
。
（
18）
南
宋
・
仲
友
（
一
一
三
六
～
一
一
八
八
）
に
「
續
八
詠
并
序
」
（『
』
二
五
○
六
・47・28977）
が
あ
り
、
そ
の
序
に
、「
齊
禮
部
沈
休
文
出
守
東
陽
、
爲
八
詠
詞
。
騷
而
義
本
於
詩
。
…
…
三
復
休
文
之
辭
、
蓋
興
六
而
賦
二
、
言
吾
土
之
風
物
、
一
篇
而
已
、
況
一
郡
之
美
、
不
茲
樓
之
。
」
と
あ
る
。
こ
の
「
續
八
詠
」
は
、
沈
の
「
八
詠
詩
」
に
東
陽
の
山
水
を
歌
う
の
が
少
な
い
こ
と
を
不
滿
と
し
て
、
名

詠
と
し
て
の
側
面
を

し
た
作
例
で
あ
る
。
（
19）
蘇
軾
以
に
も
、
王
禹
や
歐
陽
脩
に
先
行
例
が
あ
る
。
王
禹

「
波
樓
詠
懷
」（『
』
六
二
・2・684）
に
、「
東
陽
敞
八
詠
、
吾
聞
沈
隱
侯
」
の
句
、
歐
陽
脩
「
殘
臘
」（『
』
二
九
五
・6・3720）
に
、「
自
嗟
空
有
東
陽
痩
、
覽
物
慙
無
八
詠
才
」
の
句
が
あ
る
。
（
20）
日
本
に
お
け
る
「
瀟
湘
八
景
圖
」
の
制
作
に
つ
い
て
は
、

（
16）
參
照
。
鮮
に
お
け
る
況
に
つ
い
て
は
、
板
倉
哲
「
韓
國
に
お
け
る
瀟
湘
八
景
圖
の
受
容
・
展
開
」
（
99・
３
、
韓
國
文


究
振
興
財
團
『
丘
學
論
集
』
14）
參
照
。
（
21）
「
西
湖
十
景
圖
」
は
、
本
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
理
念
に
は
寫
實
重
の
畫
と
な
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
實
に
は
寫
意
「
西
湖
十
景
圖
」
作
品
も
系
統
に
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
臺
灣
の
國
立
故
宮
 物
院
!
"の
、
南
宋
末
・
#
$巖
の
作
と
傳
え
ら
れ
る
「
西
湖
十
景
圖
」
（
00・
４
、
小
學
%『
世
界
美
大
集
・
東
洋
&』
６
!
'）
は
、
明
ら
か
に
實
際
の
景
(と
似
て
い
な
い
。
ま
た
、
明
・
)
*刊
『
新
+
,
-奇
(』
!收
の
「
西
湖
十
景
圖
」（
99・
４
、
湖
南
美
出
版
『
中
國
古
版
畫
・
地
理
卷
・
景
圖
』
!收
）
も
嚴
密
な
實
景
圖
と
は
言
い
.い
。

/に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
目
で
、
誰
を
鑑
賞
/と
し
て
想
定
し
て
0か
れ
た
の
か
を
檢
討
す
る
必
1が
あ
る
。
ま
た
、
2款
や
畫
題
の
眞
僞
に
つ
い
て
も
再
檢
討
す
る
餘
地
が
あ
る
。
後
/に
つ
い
て
は
、
版
畫
の
技
巧
が
、
「
3世
繪
」
と
比
較
す
る
と
4し
く
稚
拙
で
粗
放
で
あ
る
の
で
、
あ
る
い
は
版
下
職
人
の
技

問
題
に
5因
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
南
宋
期
の
西
湖
實
景
圖
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
法
子
「
西
湖
を
め
ぐ
る
繪
畫
南
宋
繪
畫
史
初
探
」（
84・
３
、
京
6大
學
人
文
科
學
究
!・
7原
郁
&『
中
國
8世
の
6市
と
文

』
!收
）
9び
同
氏
「
南
宋
時
代
に
お
け
る
實
景
圖
」（
00・
４
、
小
學
%『
世
界
美
大
集
・
東
洋
&』
６
、
一
四
九
頁
以
下
）
と
い
う
專
論
も
あ
る
。
※
本
稿
は
、
二
○
○
一
年
八
七
日
～
一
○
日
、
北
京
に
て
開
催
さ
れ
た
「
文


野
與
中
國
文
學
究
」
國
際
討
會
（
中
國
會
科
學
院
文
學

究
!、
:
;大
學
人
文
會
科
學
學
院
共
催
）
に
お
い
て
發
表
し
た
原
稿
に
、
一
部
修
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
討
會
で
は
、
筆
/の
發
表
に
對
し
て
宋
代
八
景
現
象
考
（
-山
）
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多
く
の
意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
八
景
現
象
が
詩
畫
の
二
領
域
の
み
な
ら
ず
、
樂
に
も
ぶ
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
見
や
、
光
と
直
結
し
な
い
代
八
景
現
象
が
存
在
す
る
こ
と
等
、
極
め
て
貴
重
な
指
摘
も
そ
の
中
に
は
含
ま
れ
て
い
る
。
特
に

に
つ
い
て
は
、
「
西
湖
十
景
」
が
詞
に
よ
っ
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
宋
代
の
段
階
で
も
關
	性
を
十
分

め
う
る
。
ま
た
、
我
が
國
で
も
、
曲
八
景
が
あ
り
、
樂
と
の
關
係
は
深
い
。
本
稿
末
尾
に
記
し
た
日
本
に
お
け
る
八
景
現
象
の
展
開
等
の
問
題
を
も
せ
、
こ
れ
ら
問
題
に
つ
い
て
は
、
機
會
を
改
め
て
論
じ
て
み
た
い
。
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